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市内に
お住まいの、

シリーズ‼
三世代のご家族
（四世代）

昭和、平成、令和へと！
みんな笑顔で、「ハイ」ポーズ！

新庄市議会だよりの表紙を、「市内にお住まいの、
三世代（四世代）のご家族シリーズ!!」で、三世代
以上のご家族の写真を掲載させていただきます。

栄町の梁瀬さんご一家です。ひいおばあちゃんたちに
見守られて、２人のお孫さんたちは元気いっぱいです！
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２月臨時会

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

可決
可決

第１号
第２号

令和３年度新庄市一般会計補正予算（第９号）
明倫学園体育館棟建設工事の内建築工事請負契約（令和２年議案第106号）の一部変更について議案

（２月４日）

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

可決第３号 新庄市特別職の職員の給与に関する条例の特例に関する条例について議案

（２月16日）

３月定例会

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

【議員提出】

了承
同意
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決
可決
可決

第１号
第1・2号
第４号
第５号
第６号
第７号
第８号
第９号
第１０号
第１１号
第１２号
第１３号
第１４号
第１５号
第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号
第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号

第１号
第１号
第２号

新庄市土地開発公社の経営状況の報告について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和３年度新庄市一般会計補正予算（第10号）
令和３年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和３年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
令和３年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
令和３年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号）
令和３年度新庄市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度新庄市一般会計予算
令和４年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算
令和４年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算
令和４年度新庄市介護保険事業特別会計予算
令和４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算
令和４年度新庄市水道事業会計予算
令和４年度新庄市下水道事業会計予算
旧沼田小学校解体工事請負契約（令和３年議案第35号）の一部変更について
旧明倫中学校解体工事請負契約の締結について
新庄市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
新庄市個人情報保護条例の一部を改正する条例について
新庄市庁舎建設基金条例について
新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
新庄市北辰屋内運動場の管理を行わせる指定管理者の指定について
新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例について
新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
新庄市中小企業緊急災害等対策利子補給基金条例の一部を改正する条例について
令和３年度新庄市一般会計補正予算（第11号）

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議について
水田活用の直接支払交付金見直しについて慎重な対応を求める意見書の提出について
ロシア軍のウクライナからの即時撤収と国際法の遵守を求める意見書の提出について

報告
諮問

議案

決議案

議会案

３月定例会で審議された議案など

２月４日、一般会計補正予算１件、議案１件を原案のとおり可決し閉会しました。
２月16日、議案１件を原案のとおり可決し閉会しました。

令和４年３月定例会では、初日、報告１件を了承し、諮問２件に同意し、議案２件、令和３年度一般会計補正予
算６件、決議案１件を原案のとおり可決しました。また、最終日には令和４年度一般会計予算等７件と議案８件
を原案のとおり可決しました。また、令和３年度一般会計補正予算１件と議会案２件を原案のとおり可決しました。

チョイス❺ P10
チョイス❹ P10

チョイス❷ P８

チョイス❶ P８
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議案に対する議員の賛否 賛否の分かれた議案等をお知らせします。　　○→賛成　●→反対
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議案等
番　号

採
決
結
果

会　　　派　　　名 市民・公明クラブ 絆の会 勁草21 会派に
属さな
い議員

起新の会

可決●

●

●

○

●

○○

棄
権○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

○

○

○

○ 可決

令和４年度新庄市一般会計予算議　案
第10号

令和４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計
予算

議　案
第14号

修正案に対する議員の賛否

○○○ 欠
席

欠
席●○－●●●●●●●●● 否決令和４年度新庄市一般会計予算議　案

第10号

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
１９
号

　
新
庄
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
対
象
と
な
る
非
常
勤
職
員
と

育
児
休
業
中
の
数
は
。

Ａ
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年
度

任
用
職
員
、
再
任
用
職
員
を
想
定

し
て
い
る
。
現
在
育
児
休
業
中
の

非
常
勤
職
員
は
い
な
い
。

●
議
案
第
２２
号

　
新
庄
市
公
民
館
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
実
質
利
用
料
の
ア
ッ
プ
と
な

る
が
、
住
民
説
明
の
実
施
と
理
解

を
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
主
に
区
長
を
中
心
に
し
て
、

部
屋
の
大
き
さ
、
快
適
性
、
利
便

性
を
考
慮
し
て
の
料
金
設
定
で
あ

る
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
長
報
告

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
２４
号

　
新
庄
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利

用
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
県
内
他
市
で
の
全
額
無
償
化

の
実
施
状
況
、
ま
た
、
本
市
で
全

額
無
償
化
と
な
ら
な
か
っ
た
理
由

と
は
。

Ａ
　
県
内
１３
市
に
お
い
て
、
無
償

化
を
実
施
し
て
い
る
の
は
８
市
、

理
由
と
し
て
は
、
子
育
て
支
援
に

関
し
て
は
、成
長
過
程
に
お
い
て
、

様
々
な
支
援
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、子
育
て
支
援
全
体
を
考
え
、

今
回
の
判
断
と
な
っ
た
。
今
後
の

県
、
あ
る
い
は
国
の
状
況
を
見
な

が
ら
、検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

●
議
案
第
２５
号

　
新
庄
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
１５
歳
以
下
の
子
ど
も
の
均
等

割
を
市
独
自
に
減
額
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
市
独
自
の
持
ち
出
し

分
は
、
年
間
で
ど
の
く
ら
い
の
額

と
な
る
の
か
。

Ａ
　
市
独
自
の
拡
充
分
に
お
い
て

は
、
１
０
０
０
万
円
弱
と
見
込
ん

で
い
る
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
長
報
告

　
３
月
２
日
（
３
月
定
例
会
初

日
）
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
人
事

案
件
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◎
人
権
擁
護
委
員

　
　長
　沢
　淳
　子
　

 

氏

　
　小
　野
　徳
　子
　

 

氏

人
事
案
件

３月臨時会 

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【 市 長 提 出 】

可決第２8号 令和４年度新庄市一般会計補正予算（第１号）議案

３月30日、令和４年度一般会計補正予算１件を可決し閉会しました。

議案第10号に対し、新庄まつりin巣鴨山車派遣事業実行委員会負担金15,718千円、道の駅測量業務委託料及び道の駅
不動産鑑定業務委託料10,257千円を削る修正案が提出されました。

チョイス❸ P９

　
新
庄
市
議
会
で
は
、「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
」を
目
標
に
、

議
会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
例
年

５
月
に
は
３
月
議
会
の
報
告
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
５
月
に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
議
会
報
告
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

５
月
開
催
予
定
議
会
報
告
会

中
止
の
お
知
ら
せ

※議長は採決に参加しません。

※予算特別委員長は採決に参加しません。 
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２R４.５.13

２月臨時会

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

可決
可決

第１号
第２号

令和３年度新庄市一般会計補正予算（第９号）
明倫学園体育館棟建設工事の内建築工事請負契約（令和２年議案第106号）の一部変更について議案

（２月４日）

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

可決第３号 新庄市特別職の職員の給与に関する条例の特例に関する条例について議案

（２月16日）

３月定例会

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【市長提出】

【議員提出】

了承
同意
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決
可決
可決

第１号
第1・2号
第４号
第５号
第６号
第７号
第８号
第９号
第１０号
第１１号
第１２号
第１３号
第１４号
第１５号
第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号
第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号

第１号
第１号
第２号

新庄市土地開発公社の経営状況の報告について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
令和３年度新庄市一般会計補正予算（第10号）
令和３年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
令和３年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
令和３年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号）
令和３年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号）
令和３年度新庄市下水道事業会計補正予算（第２号）
令和４年度新庄市一般会計予算
令和４年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算
令和４年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算
令和４年度新庄市介護保険事業特別会計予算
令和４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算
令和４年度新庄市水道事業会計予算
令和４年度新庄市下水道事業会計予算
旧沼田小学校解体工事請負契約（令和３年議案第35号）の一部変更について
旧明倫中学校解体工事請負契約の締結について
新庄市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
新庄市個人情報保護条例の一部を改正する条例について
新庄市庁舎建設基金条例について
新庄市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
新庄市北辰屋内運動場の管理を行わせる指定管理者の指定について
新庄市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担に関する条例の一部を改正する条例について
新庄市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
新庄市中小企業緊急災害等対策利子補給基金条例の一部を改正する条例について
令和３年度新庄市一般会計補正予算（第11号）

ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議について
水田活用の直接支払交付金見直しについて慎重な対応を求める意見書の提出について
ロシア軍のウクライナからの即時撤収と国際法の遵守を求める意見書の提出について

報告
諮問

議案

決議案

議会案

３月定例会で審議された議案など

２月４日、一般会計補正予算１件、議案１件を原案のとおり可決し閉会しました。
２月16日、議案１件を原案のとおり可決し閉会しました。

令和４年３月定例会では、初日、報告１件を了承し、諮問２件に同意し、議案２件、令和３年度一般会計補正予
算６件、決議案１件を原案のとおり可決しました。また、最終日には令和４年度一般会計予算等７件と議案８件
を原案のとおり可決しました。また、令和３年度一般会計補正予算１件と議会案２件を原案のとおり可決しました。

チョイス❺ P10
チョイス❹ P10

チョイス❷ P８

チョイス❶ P８
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議案に対する議員の賛否 賛否の分かれた議案等をお知らせします。　　○→賛成　●→反対
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春
美

小
嶋
　
冨
弥

石
川
　
正
志

佐
藤
　
文
一

山
科
　
正
仁

髙
橋
富
美
子

小
野
　
周
一

佐
藤
　
卓
也

議案等
番　号

採
決
結
果

会　　　派　　　名 市民・公明クラブ 絆の会 勁草21 会派に
属さな
い議員

起新の会

可決●

●

●

○

●

○○

棄
権○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

－

－

○

○

○

○ 可決

令和４年度新庄市一般会計予算議　案
第10号

令和４年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計
予算

議　案
第14号

修正案に対する議員の賛否

○○○ 欠
席

欠
席●○－●●●●●●●●● 否決令和４年度新庄市一般会計予算議　案

第10号

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
１９
号

　
新
庄
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
対
象
と
な
る
非
常
勤
職
員
と

育
児
休
業
中
の
数
は
。

Ａ
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年
度

任
用
職
員
、
再
任
用
職
員
を
想
定

し
て
い
る
。
現
在
育
児
休
業
中
の

非
常
勤
職
員
は
い
な
い
。

●
議
案
第
２２
号

　
新
庄
市
公
民
館
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
実
質
利
用
料
の
ア
ッ
プ
と
な

る
が
、
住
民
説
明
の
実
施
と
理
解

を
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
主
に
区
長
を
中
心
に
し
て
、

部
屋
の
大
き
さ
、
快
適
性
、
利
便

性
を
考
慮
し
て
の
料
金
設
定
で
あ

る
説
明
を
行
い
、
理
解
を
得
ら
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
長
報
告

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑

●
議
案
第
２４
号

　
新
庄
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
利

用
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
県
内
他
市
で
の
全
額
無
償
化

の
実
施
状
況
、
ま
た
、
本
市
で
全

額
無
償
化
と
な
ら
な
か
っ
た
理
由

と
は
。

Ａ
　
県
内
１３
市
に
お
い
て
、
無
償

化
を
実
施
し
て
い
る
の
は
８
市
、

理
由
と
し
て
は
、
子
育
て
支
援
に

関
し
て
は
、成
長
過
程
に
お
い
て
、

様
々
な
支
援
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、子
育
て
支
援
全
体
を
考
え
、

今
回
の
判
断
と
な
っ
た
。
今
後
の

県
、
あ
る
い
は
国
の
状
況
を
見
な

が
ら
、検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

●
議
案
第
２５
号

　
新
庄
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ｑ
　
１５
歳
以
下
の
子
ど
も
の
均
等

割
を
市
独
自
に
減
額
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
市
独
自
の
持
ち
出
し

分
は
、
年
間
で
ど
の
く
ら
い
の
額

と
な
る
の
か
。

Ａ
　
市
独
自
の
拡
充
分
に
お
い
て

は
、
１
０
０
０
万
円
弱
と
見
込
ん

で
い
る
。

産
業
厚
生
常
任
委
員
長
報
告

　
３
月
２
日
（
３
月
定
例
会
初

日
）
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
人
事

案
件
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◎
人
権
擁
護
委
員

　
　長
　沢
　淳
　子
　

 

氏

　
　小
　野
　徳
　子
　

 

氏

人
事
案
件

３月臨時会 

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
【 市 長 提 出 】

可決第２8号 令和４年度新庄市一般会計補正予算（第１号）議案

３月30日、令和４年度一般会計補正予算１件を可決し閉会しました。

議案第10号に対し、新庄まつりin巣鴨山車派遣事業実行委員会負担金15,718千円、道の駅測量業務委託料及び道の駅
不動産鑑定業務委託料10,257千円を削る修正案が提出されました。

チョイス❸ P９

　
新
庄
市
議
会
で
は
、「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
」を
目
標
に
、

議
会
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
取

り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
例
年

５
月
に
は
３
月
議
会
の
報
告
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
５
月
に
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
し
た
議
会
報
告
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

５
月
開
催
予
定
議
会
報
告
会

中
止
の
お
知
ら
せ

※議長は採決に参加しません。

※予算特別委員長は採決に参加しません。 



審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否
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算
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別
委
員
会

ト
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ョ
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❷
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イ
ス
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ョ
イ
ス
❹
❺

一
般
質
問

政
務
活
動
費
報
告

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

予
算
特
別
委
員
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ョ
イ
ス
❶
❷

道
の
駅・チ
ョ
イ
ス
❸

チ
ョ
イ
ス
❹
❺

一
般
質
問

政
務
活
動
費
報
告
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Ｑ
．
普
通
交
付
税
は
増
額
さ
れ
、
臨
時
財

政
対
策
債
は
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

る
が
積
算
の
根
拠
を
伺
う
。
市
税
収
入
等

が
今
後
増
収
す
る
場
合
、
普
通
交
付
税
は

ど
の
よ
う
な
見
通
し
に
な
る
か
。

Ａ
． 

こ
の
度
の
地
方
財
政
計
画
の
中
で
は

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
３
・
５
％
の
伸

び
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
67
・

５
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
税
収
と
交
付

税
と
の
関
係
は
、
税
収
が
増
え
れ
ば
確
か

に
交
付
税
が
減
る
が
、
実
際
に
税
収
と
交

付
税
を
足
し
た
部
分
で
考
え
れ
ば
、
逆
に

税
収
が
減
れ
ば
交
付
税
が
増
え
る
と
い
っ

た
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
財
政
的

に
特
段
影
響
が
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ
．
条
例
に
基
づ
く
使
用
料
の
予
算
で
あ

る
が
、
今
後
施
設
の
管
理
費
が
増
え
た
場

合
は
増
額
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

Ａ
．
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
使
用
料
の
条

例
改
正
は
議
会
の
議
決
を
経
て
改
正
し
た

も
の
だ
が
、
お
お
む
ね
５
年
を
目
途
に
見

直
し
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
屋
外
の
使
用

料
と
併
せ
そ
の
際
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
．
収
入
保
険
新
規
加
入
緊
急
奨
励
事
業

費
補
助
金
に
つ
い
て
の
詳
細
を
伺
う
。 

Ａ
．
山
形
県
は
収
入
保
険
へ
の
加
入
率
が

低
く
、
東
北
で
最
下
位
で
あ
り
、
自
然
災

害
や
農
作
物
の
価
格
の
低
下
に
よ
る
農
業

経
営
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
・

県
併
せ
て
農
家
を
応
援
し
て
い
こ
う
と
す

る
補
助
金
で
あ
る
。
現
在
、
市
内
で
は
加

入
資
格
の
あ
る
青
色
申
告
者
３
２
１
名

中
、
94
名
が
加
入
し
て
い
る
が
、
加
入
率

50
％
を
目
指
し
、
70
経
営
体
の
加
入
を
想

定
し
て
い
る
。
歳
入
と
し
て
は
県
負
担
分

が
１
経
営
体
２
万
円
、
70
経
営
体
で
１
４

０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
市
県
併
せ
て

１
経
営
体
３
万
円
の
支
援
を
計
画
し
て
い

る
。

Ｑ
．
住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
が
便
利

に
な
っ
て
も
、
手
順
、
使
用
方
法
に
不
安

が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を
伺

う
。 

Ａ
． 

現
在
は
全
国
の
５
万
６
０
０
０
店
舗

の
コ
ン
ビ
ニ
等
に
て
証
明
書
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
の
証
明
書
交
付
セ
ン
タ
ー
が

市
町
村
の
取
り
ま
と
め
の
窓
口
に
な
っ
て

お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
事
業
者
の
中
継
シ
ス
テ

ム
と
専
用
の
回
線
で
結
ば
れ
、
キ
オ
ス
ク

端
末
の
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
と
繋
が
っ
て
い

る
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
操
作
方
法
等
に
つ

い
て
は
市
報
は
じ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ

ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
で
広
報
を
予
定
し
て
い

る
が
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
可
能
な
店
舗
に

つ
い
て
も
広
報
し
て
い
き
た
い
。
各
店
舗

の
従
業
員
が
端
末
の
操
作
方
法
を
教
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
時
は
市
役

所
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

Ｑ
．
建
物
の
老
朽
化
も
あ
り
賃
借
料
の
減

額
交
渉
は
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
の
拠
点
と
し
て
新
た
な
屋
内
遊
戯
施

設
の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．
賃
借
料
に
つ
い
て
は
毎
年
交
渉
を
行

っ
て
い
る
が
、
施
設
全
体
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
等
が
あ
り
、
減
額

は
困
難
と
の
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
令
和

４
年
度
も
例
年
ど
お
り
と
な
っ
た
。
大
型

屋
内
遊
戯
施
設
は
建
設
費
な
ど
含
め
市
全

体
の
大
き
な
施
策
と
な
る
た
め
、
今
後
の

様
々
な
土
地
の
活
用
の
仕
方
や
公
的
施
設

の
在
り
方
等
を
含
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
民
間
立
保
育
所
等
施
設
整
備
費
補
助

金
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。
ま
た
、
認
可

外
保
育
所
へ
の
環
境
整
備
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

Ａ
． 

国
の
補
助
要
綱
等
に
沿
っ
て
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
認
可
外
保
育

所
に
つ
い
て
は
こ
の
時
点
で
は
対
象
外
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
、
初
め
て
の
事
業
な

の
で
詳
細
は
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。
11
施
設
か
ら
補
助
金
の
要
望

が
あ
る
た
め
、
令
和
５
年
度
以
降
も
継
続

で
き
る
よ
う
に
聞
き
取
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。
認
可
外
保
育
所
に
つ
い
て
は
県
の

補
助
金
等
が
あ
る
が
、
市
で
も
見
直
し
を

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
い
よ
い
よ
保

険
適
用
が
始
ま
る
が
、
相
談
支
援
の
充
実

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
． 

保
険
適
用
と
な
り
、
安
心
し
て
不
妊

治
療
を
受
け
て
も
ら
え
る
環
境
が
整
っ
て

き
た
と
思
う
。
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
に
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
移
行
期

の
方
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
治
療
費
を
助
成
す
る
。
相

談
支
援
に
つ
い
て
は
市
で
は
子
育
て
世
代

の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
妊
娠

期
か
ら
出
産
、
子
育
て
相
談
体
制
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
が
、
不
妊
に
悩
む
方
に
も

相
談
体
制
を
整
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
．
繁
殖
・
肥
育
・
酪
農
経
営
に
お
い
て
、

飼
料
価
格
の
高
騰
は
じ
め
、
確
保
等
に
苦

労
し
て
い
る
。
市
も
支
援
す
べ
で
は
な
い

か
。

Ａ
．
畜
産
所
得
向
上
支
援
事
業
は
農
家
・

団
体
向
け
の
機
械
補
助
で
あ
り
、
畜
産
農

家
の
減
収
対
策
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
肉

用
牛
、
肥
育
牛
ま
た
は
繁
殖
牛
の
流
通
が

停
滞
し
て
い
た
時
に
１
頭
あ
た
り
５
千
円

を
補
助
し
て
い
る
。
飼
料
価
格
の
高
騰
に

つ
い
て
農
家
か
ら
今
後
を
心
配
す
る
声
が

あ
る
の
で
、
状
況
を
注
視
し
、
国
・
県
と

連
携
し
な
が
ら
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
．
新
し
い
施
策
な
の
で
詳
し
く
教
え
て

ほ
し
い
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
等
で
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
有
効
だ
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

Ａ
．
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
新
た
な

移
動
調
理
販
売
車
両
を
導
入
し
、
新
た
に

創
業
や
事
業
拡
大
に
取
り
組
も
う
と
す
る

市
内
の
中
小
企
業
者
や
個
人
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
、
販
路
拡
大
や
経
営
力
の

強
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
補
助
金
の
上

限
は
１
事
業
あ
た
り
２
０
０
万
円
と
し
、

補
助
率
は
２
/
３
以
内
と
す
る
。
３
件
を

目
安
と
し
、
研
修
会
と
公
募
を
行
い
外
部

有
識
者
を
含
め
た
審
査
会
で
対
象
者
を
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
経
済
が
大
変
疲
弊

し
て
い
る
状
況
を
み
れ
ば
、
こ
の
事
業
を

中
止
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
費
に
上
乗
せ
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
山
車
派
遣
に
つ
い
て
は
毎
年
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
令
和
７
年
の
戸
沢

氏
開
府
４
０
０
年
の
プ
レ
事
業
と
し
て
提

案
し
て
い
る
。
関
東
の
方
か
ら
多
く
の
ふ

る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い
て
い
る
恩
返
し

の
意
味
も
こ
の
事
業
に
あ
り
、
今
回
の
費

用
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
基
本
に
考
え
て
い

る
。
市
民
が
疲
弊
し
た
と
き
に
大
き
な
ま

つ
り
を
し
な
が
ら
盛
り
上
げ
る
と
い
う
新

庄
ま
つ
り
の
原
点
に
か
え
っ
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
い
え
る
。
ま
た
、
派
遣
の
際
は

地
元
観
光
バ
ス
を
使
い
た
い
と
も
考
え
て

い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
等
に
対
す
る
経
済
対
策
に
つ

い
て
は
現
在
検
討
し
て
い
る
。

地
方
交
付
税

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

移
動
調
理
販
売
車
両
等
導
入
支

援
事
業
費
補
助
金

新
庄
ま
つ
り
in
巣
鴨
山
車
派
遣

事
業
実
行
委
員
会
負
担
金

畜
産
業
費

民
間
立
保
育
所
等
施
設
整
備
費

補
助
金

わ
ら
す
こ
広
場
管
理
運
営
事
業
費

住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス

テ
ム
導
入
事
業

収
入
保
険
新
規
加
入
緊
急
奨
励

事
業
費
補
助
金

エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
使
用
料

【
歳
入
】

一

般

会

計

【
歳
出
】

令和４年度一般 会計予算は、
総 

額185億8, 300万円に決定
かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

予算特別委員会（今田浩徳委員長）で令和４年３月９・10・11日の３日間審査しました。

予算特別委員会の審査から ９日 10日 11日
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Ｑ
．
普
通
交
付
税
は
増
額
さ
れ
、
臨
時
財

政
対
策
債
は
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い

る
が
積
算
の
根
拠
を
伺
う
。
市
税
収
入
等

が
今
後
増
収
す
る
場
合
、
普
通
交
付
税
は

ど
の
よ
う
な
見
通
し
に
な
る
か
。

Ａ
． 

こ
の
度
の
地
方
財
政
計
画
の
中
で
は

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
３
・
５
％
の
伸

び
、
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
67
・

５
％
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
税
収
と
交
付

税
と
の
関
係
は
、
税
収
が
増
え
れ
ば
確
か

に
交
付
税
が
減
る
が
、
実
際
に
税
収
と
交

付
税
を
足
し
た
部
分
で
考
え
れ
ば
、
逆
に

税
収
が
減
れ
ば
交
付
税
が
増
え
る
と
い
っ

た
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
財
政
的

に
特
段
影
響
が
な
い
と
考
え
る
。

Ｑ
．
条
例
に
基
づ
く
使
用
料
の
予
算
で
あ

る
が
、
今
後
施
設
の
管
理
費
が
増
え
た
場

合
は
増
額
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

Ａ
．
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
使
用
料
の
条

例
改
正
は
議
会
の
議
決
を
経
て
改
正
し
た

も
の
だ
が
、
お
お
む
ね
５
年
を
目
途
に
見

直
し
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
屋
外
の
使
用

料
と
併
せ
そ
の
際
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
．
収
入
保
険
新
規
加
入
緊
急
奨
励
事
業

費
補
助
金
に
つ
い
て
の
詳
細
を
伺
う
。 

Ａ
．
山
形
県
は
収
入
保
険
へ
の
加
入
率
が

低
く
、
東
北
で
最
下
位
で
あ
り
、
自
然
災

害
や
農
作
物
の
価
格
の
低
下
に
よ
る
農
業

経
営
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
・

県
併
せ
て
農
家
を
応
援
し
て
い
こ
う
と
す

る
補
助
金
で
あ
る
。
現
在
、
市
内
で
は
加

入
資
格
の
あ
る
青
色
申
告
者
３
２
１
名

中
、
94
名
が
加
入
し
て
い
る
が
、
加
入
率

50
％
を
目
指
し
、
70
経
営
体
の
加
入
を
想

定
し
て
い
る
。
歳
入
と
し
て
は
県
負
担
分

が
１
経
営
体
２
万
円
、
70
経
営
体
で
１
４

０
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
市
県
併
せ
て

１
経
営
体
３
万
円
の
支
援
を
計
画
し
て
い

る
。

Ｑ
．
住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
が
便
利

に
な
っ
て
も
、
手
順
、
使
用
方
法
に
不
安

が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を
伺

う
。 

Ａ
． 

現
在
は
全
国
の
５
万
６
０
０
０
店
舗

の
コ
ン
ビ
ニ
等
に
て
証
明
書
を
発
行
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
の
証
明
書
交
付
セ
ン
タ
ー
が

市
町
村
の
取
り
ま
と
め
の
窓
口
に
な
っ
て

お
り
、
コ
ン
ビ
ニ
事
業
者
の
中
継
シ
ス
テ

ム
と
専
用
の
回
線
で
結
ば
れ
、
キ
オ
ス
ク

端
末
の
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
と
繋
が
っ
て
い

る
。
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
操
作
方
法
等
に
つ

い
て
は
市
報
は
じ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ

ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
で
広
報
を
予
定
し
て
い

る
が
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
可
能
な
店
舗
に

つ
い
て
も
広
報
し
て
い
き
た
い
。
各
店
舗

の
従
業
員
が
端
末
の
操
作
方
法
を
教
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
時
は
市
役

所
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

Ｑ
．
建
物
の
老
朽
化
も
あ
り
賃
借
料
の
減

額
交
渉
は
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
子
育
て

支
援
の
拠
点
と
し
て
新
た
な
屋
内
遊
戯
施

設
の
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．
賃
借
料
に
つ
い
て
は
毎
年
交
渉
を
行

っ
て
い
る
が
、
施
設
全
体
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改
修
等
が
あ
り
、
減
額

は
困
難
と
の
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
令
和

４
年
度
も
例
年
ど
お
り
と
な
っ
た
。
大
型

屋
内
遊
戯
施
設
は
建
設
費
な
ど
含
め
市
全

体
の
大
き
な
施
策
と
な
る
た
め
、
今
後
の

様
々
な
土
地
の
活
用
の
仕
方
や
公
的
施
設

の
在
り
方
等
を
含
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
民
間
立
保
育
所
等
施
設
整
備
費
補
助

金
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。
ま
た
、
認
可

外
保
育
所
へ
の
環
境
整
備
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

Ａ
． 

国
の
補
助
要
綱
等
に
沿
っ
て
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
認
可
外
保
育

所
に
つ
い
て
は
こ
の
時
点
で
は
対
象
外
と

考
え
て
い
る
。
た
だ
、
初
め
て
の
事
業
な

の
で
詳
細
は
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。
11
施
設
か
ら
補
助
金
の
要
望

が
あ
る
た
め
、
令
和
５
年
度
以
降
も
継
続

で
き
る
よ
う
に
聞
き
取
り
を
進
め
て
い
き

た
い
。
認
可
外
保
育
所
に
つ
い
て
は
県
の

補
助
金
等
が
あ
る
が
、
市
で
も
見
直
し
を

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
い
よ
い
よ
保

険
適
用
が
始
ま
る
が
、
相
談
支
援
の
充
実

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
． 

保
険
適
用
と
な
り
、
安
心
し
て
不
妊

治
療
を
受
け
て
も
ら
え
る
環
境
が
整
っ
て

き
た
と
思
う
。
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
に
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
移
行
期

の
方
に
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
治
療
費
を
助
成
す
る
。
相

談
支
援
に
つ
い
て
は
市
で
は
子
育
て
世
代

の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
妊
娠

期
か
ら
出
産
、
子
育
て
相
談
体
制
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
が
、
不
妊
に
悩
む
方
に
も

相
談
体
制
を
整
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
．
繁
殖
・
肥
育
・
酪
農
経
営
に
お
い
て
、

飼
料
価
格
の
高
騰
は
じ
め
、
確
保
等
に
苦

労
し
て
い
る
。
市
も
支
援
す
べ
で
は
な
い

か
。

Ａ
．
畜
産
所
得
向
上
支
援
事
業
は
農
家
・

団
体
向
け
の
機
械
補
助
で
あ
り
、
畜
産
農

家
の
減
収
対
策
と
し
て
は
コ
ロ
ナ
禍
で
肉

用
牛
、
肥
育
牛
ま
た
は
繁
殖
牛
の
流
通
が

停
滞
し
て
い
た
時
に
１
頭
あ
た
り
５
千
円

を
補
助
し
て
い
る
。
飼
料
価
格
の
高
騰
に

つ
い
て
農
家
か
ら
今
後
を
心
配
す
る
声
が

あ
る
の
で
、
状
況
を
注
視
し
、
国
・
県
と

連
携
し
な
が
ら
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
．
新
し
い
施
策
な
の
で
詳
し
く
教
え
て

ほ
し
い
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
等
で
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
有
効
だ
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

Ａ
．
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
、
新
た
な

移
動
調
理
販
売
車
両
を
導
入
し
、
新
た
に

創
業
や
事
業
拡
大
に
取
り
組
も
う
と
す
る

市
内
の
中
小
企
業
者
や
個
人
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
、
販
路
拡
大
や
経
営
力
の

強
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
補
助
金
の
上

限
は
１
事
業
あ
た
り
２
０
０
万
円
と
し
、

補
助
率
は
２
/
３
以
内
と
す
る
。
３
件
を

目
安
と
し
、
研
修
会
と
公
募
を
行
い
外
部

有
識
者
を
含
め
た
審
査
会
で
対
象
者
を
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
コ
ロ
ナ
禍
で
市
内
経
済
が
大
変
疲
弊

し
て
い
る
状
況
を
み
れ
ば
、
こ
の
事
業
を

中
止
し
て
コ
ロ
ナ
対
策
費
に
上
乗
せ
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
山
車
派
遣
に
つ
い
て
は
毎
年
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
令
和
７
年
の
戸
沢

氏
開
府
４
０
０
年
の
プ
レ
事
業
と
し
て
提

案
し
て
い
る
。
関
東
の
方
か
ら
多
く
の
ふ

る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い
て
い
る
恩
返
し

の
意
味
も
こ
の
事
業
に
あ
り
、
今
回
の
費

用
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
基
本
に
考
え
て
い

る
。
市
民
が
疲
弊
し
た
と
き
に
大
き
な
ま

つ
り
を
し
な
が
ら
盛
り
上
げ
る
と
い
う
新

庄
ま
つ
り
の
原
点
に
か
え
っ
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
い
え
る
。
ま
た
、
派
遣
の
際
は

地
元
観
光
バ
ス
を
使
い
た
い
と
も
考
え
て

い
る
。
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Ｑ
．
道
の
駅
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
測
量

業
務
・
不
動
産
鑑
定
業
務
の
委
託
料
は
、

今
後
、
国
と
の
協
議
継
続
の
為
に
必
要
な

予
算
な
の
か
。

　
ま
た
、
近
隣
町
村
や
市
内
の
名
所
史
跡

と
の
回
遊
企
画
に
つ
い
て
他
部
署
と
の
協

議
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ
．
道
の
駅
の
整
備
区
分
は
国
土
交
通
省

と
の
協
議
の
中
で
進
め
て
お
り
、
ま
だ
規

模
や
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
決

ま
っ
て
い
な
い
。
市
の
考
え
方
を
示
し
な

が
ら
協
議
を
進
め
て
お
り
、
国
に
も
あ
る

程
度
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

今
回
計
上
し
た
測
量
業
務
委
託
料
、
不
動

産
鑑
定
業
務
委
託
料
等
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
具
体
的
な
機
能
や
配
置
、
全
体
の
整

備
費
用
圧
縮
等
に
つ
い
て
、
実
際
に
測
量

さ
れ
た
数
値
や
価
格
等
を
基
に
国
と
協
議

を
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、他
部
署
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

市
の
歴
史
的
風
致
を
踏
ま
え
目
的
道
の
駅

と
し
て
の
整
備
、
市
内
の
史
跡
等
へ
の
回

遊
の
観
光
の
拠
点
と
し
て
考
え
て
い
る
。

市
外
の
町
村
へ
の
誘
導
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
調
整
し
て
い
な
い
が
、
今
後
こ
れ
ら
を

商
工
観
光
課
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
人
気
の
高
い
補
助
金
と
理
解
し
て
い

る
が
、
ど
の
く
ら
い
の
件
数
を
考
え
て
い

る
の
か
。

Ａ
．
大
変
人
気
の
あ
る
補
助
金
で
あ
り
、

自
宅
の
機
能
向
上
の
た
め
の
改
修
等
に
多

く
の
市
民
か
ら
活
用
さ
れ
て
い
る
。
令
和

３
年
度
よ
り
事
業
内
容
の
見
直
し
が
あ

り
、
補
助
額
の
１
/
２
が
県
よ
り
補
填
さ

れ
、
１
/
２
を
市
が
負
担
と
な
っ
た
。
令

和
４
年
度
は
例
年
並
み
の
１
６
０
件
程
の

予
算
を
計
上
し
た
。 

Ｑ
．
減
少
す
る
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を

令
和
４
年
４
月
か
ら
3
6
，
5
0
0
円
以

上
と
す
る
消
防
庁
の
通
知
に
対
し
、
当
初

予
算
に
要
求
が
な
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
．
消
防
団
の
報
酬
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
は
県
13
市
等
様
々
な
情
報
を
集
め

て
い
る
。
検
討
に
入
っ
て
い
る
が
、
財
源

に
関
し
て
は
国
の
交
付
金
が
未
決
定
で
も

あ
り
、
改
定
の
時
期
に
つ
い
て
は
言
及
で

き
な
い
が
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
． 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
公
共
施
設
に
ｗ
ｉ

–
Ｆ
ｉ
機
能
が
あ
る
こ
と
は
、
今
後
増
加

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
を
行
う
た
め
に

必
要
と
思
わ
れ
る
が
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
． 

社
会
教
育
施
設
の
各
部
屋
に
移
動
可

能
な
ｗ
ｉ
–
Ｆ
ｉ
機
器
と
し
て
可
搬
式
ル

ー
タ
ー
を
設
置
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等

を
開
催
で
き
る
よ
う
に
し
、
機
能
と
し
て

は
最
大
50
台
の
Ｐ
Ｃ
等
を
接
続
で
き
る
能

力
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
会
議
等
利
用

が
な
い
と
き
は
ロ
ビ
ー
等
に
置
い
て
、
市

民
の
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
–
Ｆ
ｉ
と

し
て
の
活
用
も
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
要
支
援
１
・
２
の
訪
問
、
通
所
介
護

の
報
酬
単
価
が
低
い
た
め
、
事
業
所
経
営

に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
。
単
価
引
き

上
げ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
． 

介
護
予
防
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
総
合
事
業
に
、
支
援
１
・
２
の
方
の
サ

ー
ビ
ス
が
全
て
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
保
険
給
付
費
に
も
介
護
予
防
事
業
が

あ
り
、
支
援
１
・
２
の
方
が
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
。
総
合
事
業
は
半
日
の
利
用

も
あ
り
、
給
付
費
は
国
の
基
準
の
８
割
に

設
定
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や

事
業
者
と
事
業
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
改
定
も
検
討
す
る
。

Ｑ
．
介
護
職
員
の
収
入
引
き
上
げ
に
関
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
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道
の
駅
整
備
事
業

消
防
団
員
報
酬

公
共
施
設
ｗ
ｉ
–
Ｆ
ｉ
整
備
事
業

通
所
介
護
の
報
酬
単
価
に
つ
い
て

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

矢
目
田
川
の
溢
水
対
策
事
業
に

つ
い
て

い
っ
す
い

Ａ
．
介
護
職
員
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
令

和
４
年
10
月
に
介
護
報
酬
改
定
が
あ
り
、

処
遇
改
善
加
算
と
し
て
報
酬
に
事
業
所
で

加
算
が
で
き
る
改
定
と
な
る
。
ま
た
、
令

和
４
年
２
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
賃
上

げ
さ
れ
た
場
合
は
、
国
か
ら
補
助
金
が

で
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
り
、
事
業
所
か

ら
県
に
申
請
す
る
形
式
に
な
る
。
市
と
し

て
は
報
酬
改
定
分
を
当
初
予
算
に
は
計
上

し
て
な
い
が
、
状
況
を
見
な
が
ら
必
要
で

あ
れ
ば
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
． 

準
用
河
川
・
矢
目
田
川
の
溢
水
対
策

事
業
の
工
事
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
懸
案
で
あ
っ
た
矢
目
田
川

の
溢
水
に
よ
る
浸
水
に
対
応
し
た
工
事
で

あ
り
、
工
事
内
容
は
、
施
工
延
長
１
０
５

メ
ー
ト
ル
、Ｊ
Ｒ
の
横
断
暗
渠
の
上
流
側

か
ら
Ｊ
Ｒ
の
敷
地
に
沿
っ
て
升
形
川
の
方

へ
排
水
す
る
形
に
な
る
。
工
事
期
間
は
令

和
４
年
度
の
１
年
間
を
想
定
し
て
い
る
。

　
※
溢
水
…
…
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
。

い
っ
す
い

い
っ
す
い

い
っ
す
い
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算
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別
委
員
会
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ピ
ッ
ク
ス

チ
ョ
イ
ス
❶
❷

道
の
駅・チ
ョ
イ
ス
❸

チ
ョ
イ
ス
❹
❺

一
般
質
問

政
務
活
動
費
報
告

北本町アーケード落下事故・撤去についてトピックス❷
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　令和５年に学生募集、令和６年に開学を控え、新庄市として
の対応が注目され、県との連携が必要不可欠となります。令和
４年からの対策について議論が交わされました。

Q．現在までにされた協議内容と対策の進捗状況は。
A．交通手段の検討はカリキュラムに対応すべく山形交通との話し合いを進め、また自家用車等の利用割合
を考慮して県と連携して進めている。実習地の確保については市内の農家にとどまらず東北一円が対象のた
め要請内容での対応をしていく。住宅確保については中心市街地への誘導を図るために不動産業者や関連す
る民間連携を図り、学生向きの間取りのアパート建築や空き家リノベーションを進めていきたい。

Q．県との連携強化と新庄市の協力をアピールするためにも大学支援室を設けて開学に向けて準備をしては
いかがか。
A．最上総合支庁で８市町村による協議会を運営しながら連携しプロジェクトチームを設置して情報共有と
課題解決に取り組んでおり、当市のみならず最上全体としての意識を持ち民間協力を含めた官民連携の姿勢
を示していきたい。

　令和４年度の予算執行に影響を与える可能性があることから、今後の対応について議論が交わされました。

Q．新聞等で、今春以降、解体撤去される。また天井修理に約700万円、撤去費においては約7,000万円、
そして管理者は撤去費の負担は難しいと掲載されていたが、その詳細について問う。
A．現在、是正命令中の天井の補修に関して、概ね終了し北本町の法人に対して請求の準備をしている。
　同時に本体の撤去工事に関しては、これまで法人の方と何度か連絡をとり、今後の手配、解体までの期
間を４月30日までとしたうえで、措置命令を出させて頂いている。
　期限より出来るだけ早く履行して頂ける様、協議、調整し、促している最中ではあるが、仮に期限まで
履行が叶わなく行政代執行となった場合、予算的な措置等も含め、議会への報告等も必要になると考えて
いる。

Q．請求先に関し、北本町の法人としているが、代表者個人への請求なのか、また構成役員等の連名なのか
詳細を問う。
A．市道の占用物件に対しての是正命令となっており、占用権者は北本町の法人となり、法人組織の方への
請求とし、進めている。
　また連絡先としては、同法人の現代表として指名された方を法人の代表として連絡を取り合っている。

Q．過去に他の商店街の方々もアーケードを撤去し、市でも整備を進めてきたが、その方々とのバランスも
あると思うが、その考え方を問う。
A．当然、他の商店街に関し、それぞれ設置したものに対し、整備、管理して頂き、撤去もして頂いた。
　この度の北本町の商店街についても同様に整備、管理していたものと理解している。
　今回の撤去に関して、仮に行政代執行することとなった場
合でも、北本町の法人の方で対応して頂くという事が大原則
となるため、調査をし、回収の対応をしていきたい。
　いずれにせよ、市道の管理者として、利用者の安全が第一
と考え、一刻も早く履行に向けて進められるよう指導してい
きたい。

　令和５年に学生募集、令和６年に開学を控え、新庄市として

専門職大学についてトピックス❶
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Ｑ
．
道
の
駅
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
測
量

業
務
・
不
動
産
鑑
定
業
務
の
委
託
料
は
、

今
後
、
国
と
の
協
議
継
続
の
為
に
必
要
な

予
算
な
の
か
。

　
ま
た
、
近
隣
町
村
や
市
内
の
名
所
史
跡

と
の
回
遊
企
画
に
つ
い
て
他
部
署
と
の
協

議
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ
．
道
の
駅
の
整
備
区
分
は
国
土
交
通
省

と
の
協
議
の
中
で
進
め
て
お
り
、
ま
だ
規

模
や
整
備
費
用
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
決

ま
っ
て
い
な
い
。
市
の
考
え
方
を
示
し
な

が
ら
協
議
を
進
め
て
お
り
、
国
に
も
あ
る

程
度
理
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

今
回
計
上
し
た
測
量
業
務
委
託
料
、
不
動

産
鑑
定
業
務
委
託
料
等
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
具
体
的
な
機
能
や
配
置
、
全
体
の
整

備
費
用
圧
縮
等
に
つ
い
て
、
実
際
に
測
量

さ
れ
た
数
値
や
価
格
等
を
基
に
国
と
協
議

を
進
め
て
い
く
た
め
に
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、他
部
署
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、

市
の
歴
史
的
風
致
を
踏
ま
え
目
的
道
の
駅

と
し
て
の
整
備
、
市
内
の
史
跡
等
へ
の
回

遊
の
観
光
の
拠
点
と
し
て
考
え
て
い
る
。

市
外
の
町
村
へ
の
誘
導
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
調
整
し
て
い
な
い
が
、
今
後
こ
れ
ら
を

商
工
観
光
課
と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
人
気
の
高
い
補
助
金
と
理
解
し
て
い

る
が
、
ど
の
く
ら
い
の
件
数
を
考
え
て
い

る
の
か
。

Ａ
．
大
変
人
気
の
あ
る
補
助
金
で
あ
り
、

自
宅
の
機
能
向
上
の
た
め
の
改
修
等
に
多

く
の
市
民
か
ら
活
用
さ
れ
て
い
る
。
令
和

３
年
度
よ
り
事
業
内
容
の
見
直
し
が
あ

り
、
補
助
額
の
１
/
２
が
県
よ
り
補
填
さ

れ
、
１
/
２
を
市
が
負
担
と
な
っ
た
。
令

和
４
年
度
は
例
年
並
み
の
１
６
０
件
程
の

予
算
を
計
上
し
た
。 

Ｑ
．
減
少
す
る
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
を

令
和
４
年
４
月
か
ら
3
6
，
5
0
0
円
以

上
と
す
る
消
防
庁
の
通
知
に
対
し
、
当
初

予
算
に
要
求
が
な
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
．
消
防
団
の
報
酬
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
は
県
13
市
等
様
々
な
情
報
を
集
め

て
い
る
。
検
討
に
入
っ
て
い
る
が
、
財
源

に
関
し
て
は
国
の
交
付
金
が
未
決
定
で
も

あ
り
、
改
定
の
時
期
に
つ
い
て
は
言
及
で

き
な
い
が
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
． 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
公
共
施
設
に
ｗ
ｉ

–
Ｆ
ｉ
機
能
が
あ
る
こ
と
は
、
今
後
増
加

す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
を
行
う
た
め
に

必
要
と
思
わ
れ
る
が
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
． 

社
会
教
育
施
設
の
各
部
屋
に
移
動
可

能
な
ｗ
ｉ
–
Ｆ
ｉ
機
器
と
し
て
可
搬
式
ル

ー
タ
ー
を
設
置
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等

を
開
催
で
き
る
よ
う
に
し
、
機
能
と
し
て

は
最
大
50
台
の
Ｐ
Ｃ
等
を
接
続
で
き
る
能

力
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
会
議
等
利
用

が
な
い
と
き
は
ロ
ビ
ー
等
に
置
い
て
、
市

民
の
利
用
で
き
る
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ
–
Ｆ
ｉ
と

し
て
の
活
用
も
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
要
支
援
１
・
２
の
訪
問
、
通
所
介
護

の
報
酬
単
価
が
低
い
た
め
、
事
業
所
経
営

に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
。
単
価
引
き

上
げ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
． 

介
護
予
防
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
総
合
事
業
に
、
支
援
１
・
２
の
方
の
サ

ー
ビ
ス
が
全
て
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
保
険
給
付
費
に
も
介
護
予
防
事
業
が

あ
り
、
支
援
１
・
２
の
方
が
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
。
総
合
事
業
は
半
日
の
利
用

も
あ
り
、
給
付
費
は
国
の
基
準
の
８
割
に

設
定
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や

事
業
者
と
事
業
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
改
定
も
検
討
す
る
。

Ｑ
．
介
護
職
員
の
収
入
引
き
上
げ
に
関
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
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–
Ｆ
ｉ
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備
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業

通
所
介
護
の
報
酬
単
価
に
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い
て

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

矢
目
田
川
の
溢
水
対
策
事
業
に

つ
い
て

い
っ
す
い

Ａ
．
介
護
職
員
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
令

和
４
年
10
月
に
介
護
報
酬
改
定
が
あ
り
、

処
遇
改
善
加
算
と
し
て
報
酬
に
事
業
所
で

加
算
が
で
き
る
改
定
と
な
る
。
ま
た
、
令

和
４
年
２
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
に
賃
上

げ
さ
れ
た
場
合
は
、
国
か
ら
補
助
金
が

で
る
と
い
う
仕
組
み
に
な
り
、
事
業
所
か

ら
県
に
申
請
す
る
形
式
に
な
る
。
市
と
し

て
は
報
酬
改
定
分
を
当
初
予
算
に
は
計
上

し
て
な
い
が
、
状
況
を
見
な
が
ら
必
要
で

あ
れ
ば
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
． 

準
用
河
川
・
矢
目
田
川
の
溢
水
対
策

事
業
の
工
事
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
．
こ
れ
ま
で
懸
案
で
あ
っ
た
矢
目
田
川

の
溢
水
に
よ
る
浸
水
に
対
応
し
た
工
事
で

あ
り
、
工
事
内
容
は
、
施
工
延
長
１
０
５

メ
ー
ト
ル
、Ｊ
Ｒ
の
横
断
暗
渠
の
上
流
側

か
ら
Ｊ
Ｒ
の
敷
地
に
沿
っ
て
升
形
川
の
方

へ
排
水
す
る
形
に
な
る
。
工
事
期
間
は
令

和
４
年
度
の
１
年
間
を
想
定
し
て
い
る
。

　
※
溢
水
…
…
水
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
。

い
っ
す
い

い
っ
す
い

い
っ
す
い
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　令和５年に学生募集、令和６年に開学を控え、新庄市として
の対応が注目され、県との連携が必要不可欠となります。令和
４年からの対策について議論が交わされました。

Q．現在までにされた協議内容と対策の進捗状況は。
A．交通手段の検討はカリキュラムに対応すべく山形交通との話し合いを進め、また自家用車等の利用割合
を考慮して県と連携して進めている。実習地の確保については市内の農家にとどまらず東北一円が対象のた
め要請内容での対応をしていく。住宅確保については中心市街地への誘導を図るために不動産業者や関連す
る民間連携を図り、学生向きの間取りのアパート建築や空き家リノベーションを進めていきたい。

Q．県との連携強化と新庄市の協力をアピールするためにも大学支援室を設けて開学に向けて準備をしては
いかがか。
A．最上総合支庁で８市町村による協議会を運営しながら連携しプロジェクトチームを設置して情報共有と
課題解決に取り組んでおり、当市のみならず最上全体としての意識を持ち民間協力を含めた官民連携の姿勢
を示していきたい。

　令和４年度の予算執行に影響を与える可能性があることから、今後の対応について議論が交わされました。

Q．新聞等で、今春以降、解体撤去される。また天井修理に約700万円、撤去費においては約7,000万円、
そして管理者は撤去費の負担は難しいと掲載されていたが、その詳細について問う。
A．現在、是正命令中の天井の補修に関して、概ね終了し北本町の法人に対して請求の準備をしている。
　同時に本体の撤去工事に関しては、これまで法人の方と何度か連絡をとり、今後の手配、解体までの期
間を４月30日までとしたうえで、措置命令を出させて頂いている。
　期限より出来るだけ早く履行して頂ける様、協議、調整し、促している最中ではあるが、仮に期限まで
履行が叶わなく行政代執行となった場合、予算的な措置等も含め、議会への報告等も必要になると考えて
いる。

Q．請求先に関し、北本町の法人としているが、代表者個人への請求なのか、また構成役員等の連名なのか
詳細を問う。
A．市道の占用物件に対しての是正命令となっており、占用権者は北本町の法人となり、法人組織の方への
請求とし、進めている。
　また連絡先としては、同法人の現代表として指名された方を法人の代表として連絡を取り合っている。

Q．過去に他の商店街の方々もアーケードを撤去し、市でも整備を進めてきたが、その方々とのバランスも
あると思うが、その考え方を問う。
A．当然、他の商店街に関し、それぞれ設置したものに対し、整備、管理して頂き、撤去もして頂いた。
　この度の北本町の商店街についても同様に整備、管理していたものと理解している。
　今回の撤去に関して、仮に行政代執行することとなった場
合でも、北本町の法人の方で対応して頂くという事が大原則
となるため、調査をし、回収の対応をしていきたい。
　いずれにせよ、市道の管理者として、利用者の安全が第一
と考え、一刻も早く履行に向けて進められるよう指導してい
きたい。

　令和５年に学生募集、令和６年に開学を控え、新庄市として

専門職大学についてトピックス❶
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２
月
２１
日
、
市
役
所
会
議
室
に
お
い
て

新
庄
市
議
会
議
員
研
修
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
令
和
４
年
度
以
降
、
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
の
拡
充
・
見
直
し
が
予
定
さ

れ
る
事
を
受
け
、
東
北
農
政
局
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
び
、
生
産
部
生
産
振
興
部
の
課

長
補
佐
見
城
氏
、
宮
崎
氏
よ
り
説
明
を
受

け
、
ま
た
質
疑
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
米
を
め
ぐ
る
現
在
の
状
況
や
、
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
説
明
の
後
、
議
員
よ
り
「
長
い
間
減

反
に
協
力
し
て
き
た
人
が
、
報
わ
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
」
等
、
様
々
な
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
の
課
題
を
踏
ま

え
、
再
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

「
水
田
農
業
に
つ
い
て
」の
研
修
会

チ
ョ
イ
ス
❶

小
中
学
校
等

　
　新
入
学
祝
い
金

　
　
　
　
　
　 支
給
事
業

　
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め

新
庄
市
で
初
め
て
行
う
入
学
祝
い

金
支
給
事
業
で
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
し
た

児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
児
童
1

人
あ
た
り
3
万
円
を
支
給
し
ま

す
。

　
国
で
は
ま
だ
制
度
化
し
て
い
な

い
の
で
、
市
単
独
事
業
（
一
般
財

源
）
と
な
り
ま
す
が
、
本
市
で
は

い
つ
か
ら
導
入
さ
れ
る
の
か
注
目

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
事
業
費
は
１
，
５
４
７
万
円
、

５
月
中
旬
か
ら
申
請
手
続
き
を
行

い
７
月
に
支
給
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
15
歳
以

下
の
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
額
の

全
額
を
減
額
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。（
15
歳
に
達
し
た
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

　
こ
れ
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
を
考
慮
し
た
も
の
で
、
下

記
の
図
の
と
お
り
、
国
制
度
に
お

け
る
未
就
学
児
に
係
る
均
等
割
額

の
減
額
措
置
に
加
え
、
市
特
例
と

し
て
就
学
児
（
15
歳
）
以
下
の
子

ど
も
に
係
る
均
等
割
額
の
全
額
を

減
額
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

チ
ョ
イ
ス
❷

新
庄
市

　国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　 一
部
改
正
に
つ
い
て
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道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
協
議
が

現
在
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
周
辺
以

下
Ｅ
Ｇ（
道
の
駅
）
に
関
し
て
は
、
遡
る

こ
と
Ｈ
27
年
に
駐
車
場
及
び
ト
イ
レ
の
設

置
が
不
可
欠
と
い
う
議
論
か
ら
始
ま
り
、

Ｈ
30
年
に
は
Ｅ
Ｇ
第
４
期
利
用
計
画
長
期

構
想
と
し
て
、
大
型
駐
車
場
、
野
外
ト
イ

レ
の
設
置
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
新
庄
Ｉ
Ｃ
付
近
（
以
下
Ｉ
Ｃ
）
道

の
駅
に
つ
い
て
は
、
候
補
地
を
４
つ
に
絞

り
基
本
構
想
中
間
報
告
と
し
て
初
め
て
議

題
に
取
り
上
げ
ら
れ
、Ｈ
30
年
に
「
最
上

８
市
町
村
と
連
携
し
場
所
は
Ｉ
Ｃ
で
検

討
」
と
い
う
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昨
年
２
月
、Ｉ
Ｃ
に
関
し
今

後
も
県
主
導
で
最
上
８
市
町
村
と
協
議
を

継
続
、Ｅ
Ｇ
は
市
で
財
源
圧
縮
可
能
な
手

法
で
、
道
の
駅
と
し
て
整
備
し
た
い
旨
の

説
明
が
あ
り
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、Ｉ
Ｃ
に
関
し
て
は
、
昨
年
11
月

に
県
主
導
の
検
討
会
が
最
上
８
市
町
村
に

移
管
さ
れ
、
今
年
３
月
に
道
の
駅
検
討
会

が
発
足
。
今
後
協
議
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、Ｅ
Ｇ
に
関
し
、
市
は
国
と
現
在

協
議
中
で
、
整
備
計
画
の
素
案
は
提
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
詳
し
い
内
容
は
、
市
執
行

部
で
作
成
途
中
と
い
う
現
状
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
燃
料
費
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
用
品
の
価
格
高
騰
に

よ
り
経
済
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
子

育
て
世
帯
の
生
活
を
応
援
す
る
た
め
、

給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
支
給
額
は
１
世
帯
あ
た
り
１
０
，
０

０
０
円
で
、
約
３
，
０
０
０
世
帯
を
予

定
し
て
、
総
額
３
，
０
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
非
課
税
世
帯
支
援
分

と
し
て
も
、
１
世
帯
あ
た
り
１
０
，
０

０
０
円
で
、
約
３
，
０
０
０
世
帯
を
予

定
し
て
、
総
額
３
，
０
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

対
象
者⇒

飲
食
店
、
旅
行
業
、

　
　
　
　
酒
小
売
業
、
酒
類
卸
売
業

　
　（
中
小
企
業
者
又
は
個
人
事
業
者
）

給
付
額
１
店
舗
に
つ
き
10
万
円

※
売
上
げ
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
令
和
４
年
２
月
か
ら
４
月

の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
げ
が
平
成

31
年
か
ら
令
和
３
年
の
同
月
と
比
べ

20
％
以
上
減
少
す
る
方

①
売
上
げ
が
50
％
以
上
減
収
し
た
方

※
加
算
あ
り

②
賃
貸
借
料
を
支
払
う
店
舗
で
営
業
し

て
い
る
方
※
加
算
あ
り

③
貸
切
バ
ス
業
の
方
（
営
業
台
数
×
５

万
円
）※
た
だ
し
売
上
げ
が
50
％
以

上
減
収
す
る
方
は
営
業
台
数
×
２
・

５
万
円
加
算

④
運
転
代
行
業
、タ
ク
シ
ー
業
の
方（
営

業
台
数
×
３
万
円
）※
た
だ
し
、
売

上
げ
が
50
％
以
上
減
収
の
方
は
営
業
台

数
×
１
・
５
万
円
加
算

　
く
わ
し
く
は
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
閲
覧
し
て
下
さ
い
。

「
道
の
駅
」こ
れ
ま
で
の
流
れ

生
活・子
育
て
緊
急
応
援
給
付
金
支
給
事
業

（
子
育
て
世
帯
支
援
分
）（
非
課
税
世
帯
支
援
分
）

事
業
者
支
援

　

  

緊
急
給
付
金
支
給
事
業

特
集
特
集

道の駅整備予定地（エコロジーガーデン）

令
和
４
年
度 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

緊
急
経
済
対
策
《
第
一
弾
》

令
和
４
年
度
コ
ロ
ナ
関
連
経
済
対
策
第
一
弾
と
し
て
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ョ
イ
ス
❸



審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

予
算
特
別
委
員
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ョ
イ
ス
❶
❷

道
の
駅・チ
ョ
イ
ス
❸

チ
ョ
イ
ス
❹
❺

一
般
質
問

政
務
活
動
費
報
告

８R４.５.13

　
２
月
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日
、
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。
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が
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な
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後
、
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え
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を
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た
め

新
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市
で
初
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て
行
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入
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い

金
支
給
事
業
で
す
。

　
小
学
校
・
中
学
校
に
入
学
し
た

児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
児
童
1

人
あ
た
り
3
万
円
を
支
給
し
ま

す
。

　
国
で
は
ま
だ
制
度
化
し
て
い
な

い
の
で
、
市
単
独
事
業
（
一
般
財

源
）
と
な
り
ま
す
が
、
本
市
で
は

い
つ
か
ら
導
入
さ
れ
る
の
か
注
目

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
事
業
費
は
１
，
５
４
７
万
円
、

５
月
中
旬
か
ら
申
請
手
続
き
を
行

い
７
月
に
支
給
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
15
歳
以

下
の
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
額
の

全
額
を
減
額
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。（
15
歳
に
達
し
た
日
以
降

の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）

　
こ
れ
は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
を
考
慮
し
た
も
の
で
、
下

記
の
図
の
と
お
り
、
国
制
度
に
お

け
る
未
就
学
児
に
係
る
均
等
割
額

の
減
額
措
置
に
加
え
、
市
特
例
と

し
て
就
学
児
（
15
歳
）
以
下
の
子

ど
も
に
係
る
均
等
割
額
の
全
額
を

減
額
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

チ
ョ
イ
ス
❷

新
庄
市

　国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　 一
部
改
正
に
つ
い
て
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道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
協
議
が

現
在
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
経
過
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
周
辺
以

下
Ｅ
Ｇ（
道
の
駅
）
に
関
し
て
は
、
遡
る

こ
と
Ｈ
27
年
に
駐
車
場
及
び
ト
イ
レ
の
設

置
が
不
可
欠
と
い
う
議
論
か
ら
始
ま
り
、

Ｈ
30
年
に
は
Ｅ
Ｇ
第
４
期
利
用
計
画
長
期

構
想
と
し
て
、
大
型
駐
車
場
、
野
外
ト
イ

レ
の
設
置
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
新
庄
Ｉ
Ｃ
付
近
（
以
下
Ｉ
Ｃ
）
道

の
駅
に
つ
い
て
は
、
候
補
地
を
４
つ
に
絞

り
基
本
構
想
中
間
報
告
と
し
て
初
め
て
議

題
に
取
り
上
げ
ら
れ
、Ｈ
30
年
に
「
最
上

８
市
町
村
と
連
携
し
場
所
は
Ｉ
Ｃ
で
検

討
」
と
い
う
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昨
年
２
月
、Ｉ
Ｃ
に
関
し
今

後
も
県
主
導
で
最
上
８
市
町
村
と
協
議
を

継
続
、Ｅ
Ｇ
は
市
で
財
源
圧
縮
可
能
な
手

法
で
、
道
の
駅
と
し
て
整
備
し
た
い
旨
の

説
明
が
あ
り
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、Ｉ
Ｃ
に
関
し
て
は
、
昨
年
11
月

に
県
主
導
の
検
討
会
が
最
上
８
市
町
村
に

移
管
さ
れ
、
今
年
３
月
に
道
の
駅
検
討
会

が
発
足
。
今
後
協
議
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、Ｅ
Ｇ
に
関
し
、
市
は
国
と
現
在

協
議
中
で
、
整
備
計
画
の
素
案
は
提
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
詳
し
い
内
容
は
、
市
執
行

部
で
作
成
途
中
と
い
う
現
状
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
燃
料
費
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
用
品
の
価
格
高
騰
に

よ
り
経
済
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
子

育
て
世
帯
の
生
活
を
応
援
す
る
た
め
、

給
付
金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
支
給
額
は
１
世
帯
あ
た
り
１
０
，
０

０
０
円
で
、
約
３
，
０
０
０
世
帯
を
予

定
し
て
、
総
額
３
，
０
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
非
課
税
世
帯
支
援
分

と
し
て
も
、
１
世
帯
あ
た
り
１
０
，
０

０
０
円
で
、
約
３
，
０
０
０
世
帯
を
予

定
し
て
、
総
額
３
，
０
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

対
象
者⇒

飲
食
店
、
旅
行
業
、

　
　
　
　
酒
小
売
業
、
酒
類
卸
売
業

　
　（
中
小
企
業
者
又
は
個
人
事
業
者
）

給
付
額
１
店
舗
に
つ
き
10
万
円

※
売
上
げ
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
令
和
４
年
２
月
か
ら
４
月

の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
げ
が
平
成

31
年
か
ら
令
和
３
年
の
同
月
と
比
べ

20
％
以
上
減
少
す
る
方

①
売
上
げ
が
50
％
以
上
減
収
し
た
方

※
加
算
あ
り

②
賃
貸
借
料
を
支
払
う
店
舗
で
営
業
し

て
い
る
方
※
加
算
あ
り

③
貸
切
バ
ス
業
の
方
（
営
業
台
数
×
５

万
円
）※
た
だ
し
売
上
げ
が
50
％
以

上
減
収
す
る
方
は
営
業
台
数
×
２
・

５
万
円
加
算

④
運
転
代
行
業
、タ
ク
シ
ー
業
の
方（
営

業
台
数
×
３
万
円
）※
た
だ
し
、
売

上
げ
が
50
％
以
上
減
収
の
方
は
営
業
台

数
×
１
・
５
万
円
加
算

　
く
わ
し
く
は
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
閲
覧
し
て
下
さ
い
。

「
道
の
駅
」こ
れ
ま
で
の
流
れ

生
活・子
育
て
緊
急
応
援
給
付
金
支
給
事
業

（
子
育
て
世
帯
支
援
分
）（
非
課
税
世
帯
支
援
分
）

事
業
者
支
援

　

  

緊
急
給
付
金
支
給
事
業

特
集
特
集

道の駅整備予定地（エコロジーガーデン）

令
和
４
年
度 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

緊
急
経
済
対
策
《
第
一
弾
》

令
和
４
年
度
コ
ロ
ナ
関
連
経
済
対
策
第
一
弾
と
し
て
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ョ
イ
ス
❸
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かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

　新庄市においてこれまで需要に応じた米生産のもと、水田フル活用と農業所得の増大に向け生産者・行政・
JA等が一体となって「生産の目安達成」に取り組んできました。米の需給安定のためには今後も引き続き
作付け転換が必要であり、農業者の意欲を維持する政策の堅持が不可欠です。
　対して国においては、水田活用支払い交付金の見直しを示し、農業者をはじめとする生産現場に大きな不
安と混乱を招いております。これは農業を基盤産業とする本市にとって産業の継続を揺るがすもので看過で
きないものであります。
　つきましては、水田農業を維持するため作付け転換に取り組んでいる生産者が将来にわたり営農と農地の
維持を展望できるよう、現場の課題を十分に検証した上で適切かつ万全な対策を講じるよう以下の通り要請
いたします。

１．「今後５年間一度も水張りをしない水田を交付金の対象から除外する」方針は、農業者の意欲減退につ
ながり耕作放棄地や離農者の増加を招く懸念があるため、運用にあたっては現場の実情を十分考慮して
進めること。

２．交付対象水田を畑地化し条件を改良することは、生産の目安を達成し効率的な生産を行うため農業者が
努力したものであり、これを評価し所得が減少することなく生産に取り組めるよう可能な措置を講ずる
こと。

３．多年生作物（牧草）は、繁殖・肥育牛および酪農経営の耕畜連携による自給飼料の確保する上で必要になっ
ている。見直しによる交付金の削減により、経費負担が増大し耕畜連携の体制崩壊ならびに農地貸借契
約継続に影響を与える恐れがある。農業と農地の多面的機能を維持する観点から、従来の基準を維持し
営農計画を検討する期間を設けること。

　ロシア軍によるウクライナへの侵略は、力による一方的な現状変更への試みであり、ウクライナの主権を
侵害する明白な国際法違反である。
　このような力を背景とした侵略は、国際秩序の根幹を揺るがす深刻な行為で、断じて容認することができ
ない暴挙であり、唯一の被爆国である日本として
は、核によるいかなる威嚇も使用も許すことはで
きない。
　よって、新庄市議会は「平和都市宣言」を行っ
た都市として、国に対し、ウクライナ在留邦人の
安全確保に努めるとともに、国際社会と緊密に連
携し、ロシア軍に対しウクライナからの即時撤収
と国際法の遵守を求め、速やかな国際社会の平和
の実現を図るよう強く求めるものである。

議会案第１号

議会案第１号－第２号の意見書を衆参両院議長、関係大臣に送付しました。

議会案第２号

水田活用の直接支払交付金見直しについて
慎重な対応を求める意見書について

ロシア軍のウクライナからの即時撤収と
　　　　国際法の遵守を求める意見書について

チョイス❹

チョイス❺

地方公共団体の公益に関する事
件に関して、会議の意思を意見
としてまとめた文書のことで、
議会は可決された意見書を国会
や関係行政庁に提出することが
できます。

意見書とは
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◎
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ

い
て
、
２
月
中
旬
か
ら
の
感
染
の
拡
大

が
心
配
で
あ
り
、
小
児
接
種
（
５
歳
か

ら
11
歳
）
に
つ
い
て
取
り
組
み
と
対
策

を
問
う
。

市
長
　
国
は
小
児
に
対
し
て
も
発
症
予

防
に
つ
い
て
高
い
効
果
を
認
め
て
お

り
、
特
に
呼
吸
器
や
心
疾
患
な
ど
の
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
基
礎
疾
患
を
有
す

る
小
児
に
対
し
て
の
接
種
を
勧
め
て
お

り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
方
針
に
基

づ
き
、
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
３

月
か
ら
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
小
児
は

１
，
８
０
０
人
で
あ
り
、
そ
の
保
護
者

に
接
種
の
意
向
調
査
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
接
種
は
市
内
の
小
児
科
医
院
に

お
け
る
個
別
接
種
で
、
希
望
さ
れ
た
方

に
市
が
日
時
と
会
場
を
指
定
し
案
内
す

る
こ
と
と
し
、
３
月
11
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。

　
接
種
に
関
し
て
は
、
重
症
化
予
防
の

効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
双
方
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◎
新
庄
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

　
観
光
大
使
の
今
村
翔
吾
氏
が
第
１
６

６
回
目
の
直
木
賞
を
受
賞
、
小
説
『
火

喰
鳥
羽
州
ぼ
ろ
鳶
組
』
で
デ
ビ
ュ
ー
、

新
庄
を
第
二
の
故
郷
と
し
て
お
り
、
こ

の
絆
を
深
め
、
早
々
に
記
念
文
庫
館
の

創
出
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

市
長
　
今
村
翔
吾
氏
に
は
昨
年
２
月
か

ら
新
庄
市
第
一
号
の
「
し
ん
じ
ょ
う
観

光
大
使
」
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
現

在
も
市
の
観
光
振
興
の
一
翼
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
受
賞
を
契
機
に
、
今
村
氏

の
知
名
度
は
全
国
的
に
も
、
よ
り
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
著
名
な
方

が
、
新
庄
市
を
「
第
二
の
故
郷
」
と
親

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
大
変

光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
市
と
し

て
こ
の
絆
を
結
び
続
け
、
国
元
か
ら
応

援
し
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
や
直
木
賞
作
家
と
な
っ
た
今
村
氏
の

記
念
館
は
、
新
庄
市
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
く
手
立
て
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
の

情
報
発
信
事
業
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

小　嶋　冨　弥　議員

『安全安心な生活と文化の創出を』

もの申す！
一 般 質 問
一般質問は、３月３日と４日の２日間、８名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。

小嶋　冨弥
１．コロナワクチン３回目の接種について
２．市の行政手続きについて
３．新庄の情報発信について

佐藤　文一
１．小、中学校洋式トイレの増設について
２．北本町アーケードについて
３．新庄まつりについて

山科　春美
１．教科書採択について
２．アンガーマネジメントの活用について
３．2022年4月からの成年年齢が18歳に引き下げ

られることについて
佐藤　悦子

１．新型コロナの急速な感染拡大から市民の命を守
るために

２．子どもの人権と、災害避難者の排泄の尊厳を守
るために、小中学校のトイレは、ただちに洋式
化すべき

３．雪から市民の命を守るために
４．ジェンダー平等実現のために
５．コメと農業を守るために

庄司　里香
１．急激な人口減少を食い止めるために
２．元気で長生きなシルバー世代が住めるまちである

ために
３．生活しやすいまちづくりの対策として（冬期の雪

の対策）
４．新たな道の駅の計画を最上８市町村で造りあげる

ために
５．令和４年度「新庄まつり」について

叶内　恵子
１．行財政改革について

八鍬　長一
１．「道の駅」２つはいらない
２．野生動物・鳥による感染症対策について

石川　正志
１．職員定員管理計画の見直しについて
２．行政運営体制について　事業の民間委託について
３．組織のフラット化について

３月定例会一般質問の質問者と質問事項 

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて！
一般質問って何？
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かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

　新庄市においてこれまで需要に応じた米生産のもと、水田フル活用と農業所得の増大に向け生産者・行政・
JA等が一体となって「生産の目安達成」に取り組んできました。米の需給安定のためには今後も引き続き
作付け転換が必要であり、農業者の意欲を維持する政策の堅持が不可欠です。
　対して国においては、水田活用支払い交付金の見直しを示し、農業者をはじめとする生産現場に大きな不
安と混乱を招いております。これは農業を基盤産業とする本市にとって産業の継続を揺るがすもので看過で
きないものであります。
　つきましては、水田農業を維持するため作付け転換に取り組んでいる生産者が将来にわたり営農と農地の
維持を展望できるよう、現場の課題を十分に検証した上で適切かつ万全な対策を講じるよう以下の通り要請
いたします。

１．「今後５年間一度も水張りをしない水田を交付金の対象から除外する」方針は、農業者の意欲減退につ
ながり耕作放棄地や離農者の増加を招く懸念があるため、運用にあたっては現場の実情を十分考慮して
進めること。

２．交付対象水田を畑地化し条件を改良することは、生産の目安を達成し効率的な生産を行うため農業者が
努力したものであり、これを評価し所得が減少することなく生産に取り組めるよう可能な措置を講ずる
こと。

３．多年生作物（牧草）は、繁殖・肥育牛および酪農経営の耕畜連携による自給飼料の確保する上で必要になっ
ている。見直しによる交付金の削減により、経費負担が増大し耕畜連携の体制崩壊ならびに農地貸借契
約継続に影響を与える恐れがある。農業と農地の多面的機能を維持する観点から、従来の基準を維持し
営農計画を検討する期間を設けること。

　ロシア軍によるウクライナへの侵略は、力による一方的な現状変更への試みであり、ウクライナの主権を
侵害する明白な国際法違反である。
　このような力を背景とした侵略は、国際秩序の根幹を揺るがす深刻な行為で、断じて容認することができ
ない暴挙であり、唯一の被爆国である日本として
は、核によるいかなる威嚇も使用も許すことはで
きない。
　よって、新庄市議会は「平和都市宣言」を行っ
た都市として、国に対し、ウクライナ在留邦人の
安全確保に努めるとともに、国際社会と緊密に連
携し、ロシア軍に対しウクライナからの即時撤収
と国際法の遵守を求め、速やかな国際社会の平和
の実現を図るよう強く求めるものである。

議会案第１号

議会案第１号－第２号の意見書を衆参両院議長、関係大臣に送付しました。

議会案第２号

水田活用の直接支払交付金見直しについて
慎重な対応を求める意見書について

ロシア軍のウクライナからの即時撤収と
　　　　国際法の遵守を求める意見書について

チョイス❹

チョイス❺

地方公共団体の公益に関する事
件に関して、会議の意思を意見
としてまとめた文書のことで、
議会は可決された意見書を国会
や関係行政庁に提出することが
できます。

意見書とは
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◎
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ

い
て
、
２
月
中
旬
か
ら
の
感
染
の
拡
大

が
心
配
で
あ
り
、
小
児
接
種
（
５
歳
か

ら
11
歳
）
に
つ
い
て
取
り
組
み
と
対
策

を
問
う
。

市
長
　
国
は
小
児
に
対
し
て
も
発
症
予

防
に
つ
い
て
高
い
効
果
を
認
め
て
お

り
、
特
に
呼
吸
器
や
心
疾
患
な
ど
の
重

症
化
リ
ス
ク
の
高
い
基
礎
疾
患
を
有
す

る
小
児
に
対
し
て
の
接
種
を
勧
め
て
お

り
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
国
の
方
針
に
基

づ
き
、
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
３

月
か
ら
の
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
小
児
は

１
，
８
０
０
人
で
あ
り
、
そ
の
保
護
者

に
接
種
の
意
向
調
査
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
接
種
は
市
内
の
小
児
科
医
院
に

お
け
る
個
別
接
種
で
、
希
望
さ
れ
た
方

に
市
が
日
時
と
会
場
を
指
定
し
案
内
す

る
こ
と
と
し
、
３
月
11
日
か
ら
開
始
し

ま
す
。

　
接
種
に
関
し
て
は
、
重
症
化
予
防
の

効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
双
方
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
接
種
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

◎
新
庄
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

　
観
光
大
使
の
今
村
翔
吾
氏
が
第
１
６

６
回
目
の
直
木
賞
を
受
賞
、
小
説
『
火

喰
鳥
羽
州
ぼ
ろ
鳶
組
』
で
デ
ビ
ュ
ー
、

新
庄
を
第
二
の
故
郷
と
し
て
お
り
、
こ

の
絆
を
深
め
、
早
々
に
記
念
文
庫
館
の

創
出
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

市
長
　
今
村
翔
吾
氏
に
は
昨
年
２
月
か

ら
新
庄
市
第
一
号
の
「
し
ん
じ
ょ
う
観

光
大
使
」
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
現

在
も
市
の
観
光
振
興
の
一
翼
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
度
の
受
賞
を
契
機
に
、
今
村
氏

の
知
名
度
は
全
国
的
に
も
、
よ
り
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
著
名
な
方

が
、
新
庄
市
を
「
第
二
の
故
郷
」
と
親

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
の
は
大
変

光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
市
と
し

て
こ
の
絆
を
結
び
続
け
、
国
元
か
ら
応

援
し
続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
や
直
木
賞
作
家
と
な
っ
た
今
村
氏
の

記
念
館
は
、
新
庄
市
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
く
手
立
て
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
の

情
報
発
信
事
業
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

小　嶋　冨　弥　議員

『安全安心な生活と文化の創出を』

もの申す！
一 般 質 問
一般質問は、３月３日と４日の２日間、８名の議員が行いました。
質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿に基づき掲載しています。

小嶋　冨弥
１．コロナワクチン３回目の接種について
２．市の行政手続きについて
３．新庄の情報発信について

佐藤　文一
１．小、中学校洋式トイレの増設について
２．北本町アーケードについて
３．新庄まつりについて

山科　春美
１．教科書採択について
２．アンガーマネジメントの活用について
３．2022年4月からの成年年齢が18歳に引き下げ

られることについて
佐藤　悦子

１．新型コロナの急速な感染拡大から市民の命を守
るために

２．子どもの人権と、災害避難者の排泄の尊厳を守
るために、小中学校のトイレは、ただちに洋式
化すべき

３．雪から市民の命を守るために
４．ジェンダー平等実現のために
５．コメと農業を守るために

庄司　里香
１．急激な人口減少を食い止めるために
２．元気で長生きなシルバー世代が住めるまちである

ために
３．生活しやすいまちづくりの対策として（冬期の雪

の対策）
４．新たな道の駅の計画を最上８市町村で造りあげる

ために
５．令和４年度「新庄まつり」について

叶内　恵子
１．行財政改革について

八鍬　長一
１．「道の駅」２つはいらない
２．野生動物・鳥による感染症対策について

石川　正志
１．職員定員管理計画の見直しについて
２．行政運営体制について　事業の民間委託について
３．組織のフラット化について

３月定例会一般質問の質問者と質問事項 

かむてん Ⓒ 新庄市×冨樫義博

一般質問とは、議員が
市政全般のことについて、
執行部に質問することじゃ。

ねえ、かむてんおしえて！
一般質問って何？

今村翔吾氏
第166回直木賞受賞作家

火喰鳥 羽州ぼろ鳶組
シリーズでデビュー
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一般質問

山　科　春　美　議員

佐　藤　文　一　議員

『安心・安全に暮らせる街に‼』

『若者の未来を守るために今出来ること』
◎
教
育
基
本
法
の
中
に
あ
る
「
伝
統
と

文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん

で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
」
と

あ
り
ま
す
が
愛
国
心
、
郷
土
愛
を
育
て

る
歴
史
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
長
　
教
科
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、

最
上
地
区
教
科
書
用
図
書
採
択
協
議
会

で
選
定
し
、
各
教
育
委
員
会
で
議
決
を

行
い
、
採
択
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
伝

統
文
化
に
つ
い
て
で
す
が
、
教
育
委
員

会
で
は
、
最
上
地
区
教
科
書
用
図
書
採

択
協
議
会
に
対
し
、
教
育
基
本
法
で
示

さ
れ
て
い
る
「
伝
統
と
文
化
の
尊
重
」

を
含
め
、
こ
れ
か
ら
社
会
で
生
き
る
力

を
つ
け
る
た
め
に
、
学
習
指
導
要
領
の

内
容
に
基
づ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点

か
ら
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。今
後
も
、社
会
科
の
必
要
な
資
質
・

能
力
を
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
、
授
業

を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
４
月
よ
り
成
年
年
齢
が
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
中
学
校
の
授

業
等
で
成
年
に
な
る
意
味
や
発
生
す
る

責
任
、
契
約
に
関
す
る
ル
ー
ル
等
を
学

ぶ
機
会
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

　
市
内

の
小
中

義
務
教

育
学
校

で
は
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や

自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
学
習
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。
成
年
に
向
け
た
節

目
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の
生
き
方
や

将
来
の
夢
に
つ
い
て
ま
と
め
、
発
表
す

る
学
習
と
し
て
保
護
者
を
招
い
た
１
／

２
成
人
式
や
立
志
式
な
ど
を
行
っ
て
い

る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
小
学
校
高

学
年
の
社
会
や
中
学
校
の
社
会
の
公
民

の
授
業
の
中
で
、
18
歳
か
ら
選
挙
権
が

あ
り
、
責
任
あ
る
一
人
の
大
人
と
し
て

判
断
や
行
動
を
す
る
大
切
さ
を
学
習
し

て
お
り
ま
す
。

　
消
費
者
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

学
校
の
社
会
の
公
民
の
授
業
の
中
で
、

契
約
や
消
費
者
の
権
利
、
消
費
者
問
題

へ
の
対
応
に
関
し
て
の
法
律
や
制
度
等

に
つ
い
て
学
習
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

小
学
校
高
学
年
の
家
庭
科
の
授
業
で
、

買
い
物
の
し
く
み
を
学
び
、
中
学
校
の

技
術
家
庭
科
の
家
庭
分
野
で
売
買
契
約

の
仕
組
み
や
消
費
者
被
害
の
背
景
、
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
等
に
つ
い
て
、
よ

り
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
学
習
し
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
講
師
を
招
い
た
研

修
会
を
実
施
し
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
成
年
と
な
る
こ
と
の
意
味
や

消
費
者
教
育
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の

発
達
段
階
や
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
た

指
導
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
洋
式
ト
イ
レ
が
不
足
し
て
い
る
小
学

校
に
対
し
、
早
期
増
設
に
つ
い
て
の
今

後
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
小
中
学
校
の
早
期
の
洋
式
ト

イ
レ
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
市
校
長
会

か
ら
も
要
望
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、今
後
、各
校
の
現
状
や
整
備
率
、

学
校
の
考
え
、
施
設
の
状
況
、
児
童
生

徒
数
の
推
移
、
必
要
な
工
事
期
間
や
財

源
な
ど
を
多
角
的
に
検
討
し
、
具
体
的

な
年
次
計
画
の
も
と
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
一
方
、
毎
年
の
新
入
学
生
の
状
況
や

環
境
の
変
化
な
ど
、
早
急
な
対
応
が
必

要
と
さ
れ
る
場
面
が
出
て
く
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
ま

し
て
は
、
年
次
計
画
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
各
校
の
状
況
も
踏
ま
え
、
早
急
に

対
応
が
必
要
な
場
合
は
、
学
校
と
協
議

し
な
が
ら
、
迅
速
丁
寧
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
北
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
天
井
落
下
事
故

つ
い
て
、
落
下
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過

状
況
、
及
び
今
後
の
流
れ
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

市
長
　
昨
年
12
月
29
日
に
事
故
の
一
報

を
受
け
、
直
ち
に
占
用
者
で
あ
る
北
本

町
の
法
人
へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
落
下
箇
所
を

通
行
止
め
と
し
、
そ
の
他
の
危
険
箇
所

に
看
板
や
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
て
落

下
物
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
年
明
け
の
１
月
４
日
に
同

法
人
に
対
し
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
が
安
全

で
あ
る
か
ど
う
か
の
調
査
と
歩
行
者
の

安
全
対
策
を
早
急
に
行
う
よ
う
文
書
に

よ
り
通
知
し
た
と
こ
ろ
、
構
造
部
材
の

腐
食
や
天
井
材
が
落
下
す
る
危
険
性
を

指
摘
し
た
設
計
業
者
作
成
の
調
査
報
告

書
が
、
２
月
３
日
に
同
法
人
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
状

で
は
歩
行
者
へ
の
安
全
確
保
が
困
難
と

判
断
し
、
歩
行
者
に
対
す
る
事
故
防
止

措
置
の
即
時
実
施
を
命
令
し
、
不
履
行

の
際
は
市
が
行
政
代
執
行
し
て
、
そ
れ

に
係
る
費
用
は
同
法
人
か
ら
徴
収
す
る

こ
と
を
戒
告
し
ま
し
た
。
翌
２
月
４
日

に
は
、
命
令
に
対
す
る
措
置
の
実
施
が

確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
同
法
人
に

対
し
代
執
行
令
書
を
発
出
し
、
危
険
箇

所
の
天
井
材
撤
去
と
落
下
物
へ
の
防
護

ネ
ッ
ト
を
張
る
事
故
防
止
作
業
を
市
が

代
執
行
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
２
月

３
日
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
お
い

て
、
同
法
人
は
今
後
ア
ー
ケ
ー
ド
を
解

体
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
、

現
在
構
造
部
材
の
劣
化
に
よ
り
安
全
性

が
確
認
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
４
月
30
日
ま
で
の
期
限
を
定
め
て

ア
ー
ケ
ー
ド
本
体
を
除
却
す
る
よ
う
２

月
３
日
に
命
令
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対

し
て
も
不
履
行
の
際
の
代
執
行
と
こ
れ

に
係
る
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
戒
告
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い

て
も
、
こ
の
命
令
内
容
の
履
行
に
向
け

た
、
同
法
人
と
し
て
の
対
応
方
針
や
費

用
の
調
達
手
段
な
ど
履
行
の
確
実
性
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
確
認
を
行
い
、
早

期
実
施
を
促
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

予
算
特
別
委
員
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ョ
イ
ス
❶
❷

道
の
駅・チ
ョ
イ
ス
❸

チ
ョ
イ
ス
❹
❺

一
般
質
問

政
務
活
動
費
報
告
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庄　司　里　香　議員

一般質問

佐　藤　悦　子　議員

『コロナ感染急拡大、市民の命を守るために』

『急激な人口減少を食い止めるために』
◎
子
育
て
世
代
へ
の
応
援
と
し
て
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
本
市
独
自
の
新
た

な
支
援
策
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

市
長
　
新
た
な
子
育
て
支
援
と
し
ま
し

て
は
、
子
育
て
家
庭
に
お
け
る
経
済
的

負
担
軽
減
を
目
的
に
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
学
校
生
活
を
送

る
た
め
の
一
助
と
す
る
た
め
、「
小
中

学
校
等
新
入
学
祝
い
金
支
給
事
業
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
事
業
の
内
容
と
し

ま
し
て
は
、
義
務
教
育
学
校
や
特
別
支

援
学
校
等
を
含
む
小
学
校
及
び
中
学
校

に
入
学
し
た
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
、
児
童
生
徒
一
人
当
た
り
３
万
円
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。
令
和
４
年
度
の

当
初
予
算
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、

人
数
に
し
て
新
小
学
生
２
４
０
人
、
新

中
学
生
２
７
０
人
、
額
に
し
て
１
，
５

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
今
後
と
も
、
市
の
子
育
て
支
援
を
充

実
し
て
い
き
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
子

育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
シ
ル
バ
ー
世
代
の
取
り
組
み
と
し
て

百
歳
体
操
や
歩
け
歩
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
　
高
齢
者
の
自
発
的
な
地
域
活
動

組
織
と
し
て
地
域
サ
ロ
ン
が
あ
り
ま

す
。
令
和
３
年
度
は
28
地
区
で
活
動
し

て
お
り
、
そ
の
活
動
内
容
と
し
ま
し
て

は
百
歳
体
操
、
唱
歌
、
輪
投
げ
、
出
前

講
座
の
開
催
な
ど
各
地
域
で
特
色
を
持

っ
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
き
ま
し
て

も
、
現
在
26
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
お

り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
親
睦
旅
行
、

清
掃
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
会
員
相
互

の
親
睦
及
び
健
康
増
進
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
市
で
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
支
援
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
地
域
の
自
主
的
活
動
の
外
、

新
庄
市
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介

護
状
態
に
な
る
の
を
未
然
に
予
防
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
専
門
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
派
遣
し
て
行
う
運
動
教
室

や
脳
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法

を
指
導
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
事
業
所
に
通
い
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
機
能
訓
練
を
継
続
し
て
行

い
、
機
能
の
維
持
を
行
う
も
の
や
、
運

動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
に
対
し
て

有
酸
素
運
動
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等

を
短
期
集
中
的
に
行
う
介
護
予
防
事
業

も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は

こ
れ
ら
の

活
動
を
推

進
し
て
い

く
と
と
も

に
、
地
域

活
動
の
場

が
さ
ら
に

拡
充
し
て

い
く
よ
う

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◎
無
症
状
者
が
い
つ
で
も
無
料
で
受
け

ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
の
強
化

は
。
有
症
者
の
自
宅
待
機
は
感
染
を
広

げ
る
こ
と
に
な
る
。
県
立
新
庄
病
院
の

病
床
削
減
を
撤
回
さ
せ
、
病
床
確
保
と

宿
泊
施
設
の
確
保
、
保
健
所
体
制
の
強

化
を
要
請
す
べ
き
。
飲
食
関
連
業
者
の

実
態
を
調
べ
、
直
ち
に
継
続
支
援
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
感
染
の
不
安
が
あ
る
無
症
状
の

方
に
対
し
て
は
、
県
の
「
感
染
拡
大
傾

向
時
の
一
般
検
査
事
業
」
に
よ
る
委
託

を
受
け
た
調
剤
薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
、
88
の
事
業
者
が
無
料
で
検
査

を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
新
庄
市

内
で
は
５
つ
の
調
剤
薬
局
で
予
約
制
に

よ
り
検
査
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま

す
。
市
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
希
望

す
る
方
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う

に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
の
強
化
を
市

長
会
な
ど
の
機
会

を
捉
え
て
県
に
要

請
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
宿
泊

療
養
施
設
の
拡
充
及
び
保
健
所
の
運
営

体
制
の
強
化
に
つ
い
て
も
要
請
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
飲
食
関
連
業
界
へ
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
12
月
補
正
予
算
に
て
ご
可
決

い
た
だ
い
た
、「
新
庄
市
小
規
模
事
業

者
事
業
継
続
支
援
給
付
金
」
事
業
を
現

在
実
施
中
で
り
、
幅
広
い
業
種
の
市
内

事
業
者
に
対
し
て
事
業
継
続
支
援
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◎
女
性
の
人
権
を
守
る
た
め
、
学
校
と

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設

置
を
。

教
育
長
　
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
児

童
生
徒
が
生
理
用
品
を
忘
れ
た
り
必
要

に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
保
健
室
で

い
つ
で
も
提
供
で
き
る
準
備
を
整
え
て

お
り
ま
す
。
義
務
教
育
の
発
達
段
階
に

お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
家

庭
環
境
の
変
化
等
に
養
護
教
諭
が
細
や

か
に
配
慮
し
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
保
健

室
で
の
対
応
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
よ
り
適
切
な
支
援
の

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
試
行
的
に
ト
イ

レ
へ
の
設
置
を
行
い
、
効
果
や
課
題
な

ど
の
検
証
を
行
う
こ
と
も
有
効
と
考
え

ま
す
の
で
、
今
後
は
、
学
校
と
も
相
談

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
施
設
に
お
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
県
か
ら
の
協
力
依
頼
を

受
け
た
一
部
の
指
定
管
理
受
託
者
が
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
が
、
新
年
度
よ
り
市
の
事
業
と
し
て

全
て
の
社
会
教
育
施
設
の
女
子
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
設
置
し
、
施
設
利
用
者

の
利
便
性
を
図
る
と
と
も
に
、
申
出
に

よ
る
事
務
室
で
の
配
布
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

新庄市の新型コロナの新規感染者数
１月１日～15日まで
１月16日～31日まで
２月１日～15日まで
２月16日～28日まで
３月１日～15日まで

１人
８人
12人
191人
277人

百歳体操



審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

予
算
特
別
委
員
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ョ
イ
ス
❶
❷

道
の
駅・チ
ョ
イ
ス
❸

チ
ョ
イ
ス
❹
❺

一
般
質
問

政
務
活
動
費
報
告
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一般質問

山　科　春　美　議員

佐　藤　文　一　議員

『安心・安全に暮らせる街に‼』

『若者の未来を守るために今出来ること』
◎
教
育
基
本
法
の
中
に
あ
る
「
伝
統
と

文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん

で
き
た
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
」
と

あ
り
ま
す
が
愛
国
心
、
郷
土
愛
を
育
て

る
歴
史
教
科
書
の
採
択
に
つ
い
て
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

教
育
長
　
教
科
書
に
つ
き
ま
し
て
は
、

最
上
地
区
教
科
書
用
図
書
採
択
協
議
会

で
選
定
し
、
各
教
育
委
員
会
で
議
決
を

行
い
、
採
択
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
伝

統
文
化
に
つ
い
て
で
す
が
、
教
育
委
員

会
で
は
、
最
上
地
区
教
科
書
用
図
書
採

択
協
議
会
に
対
し
、
教
育
基
本
法
で
示

さ
れ
て
い
る
「
伝
統
と
文
化
の
尊
重
」

を
含
め
、
こ
れ
か
ら
社
会
で
生
き
る
力

を
つ
け
る
た
め
に
、
学
習
指
導
要
領
の

内
容
に
基
づ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点

か
ら
検
討
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。今
後
も
、社
会
科
の
必
要
な
資
質
・

能
力
を
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
、
授
業

を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
今
年
４
月
よ
り
成
年
年
齢
が
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
中
学
校
の
授

業
等
で
成
年
に
な
る
意
味
や
発
生
す
る

責
任
、
契
約
に
関
す
る
ル
ー
ル
等
を
学

ぶ
機
会
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長

　
市
内

の
小
中

義
務
教

育
学
校

で
は
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
や

自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
学
習
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。
成
年
に
向
け
た
節

目
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の
生
き
方
や

将
来
の
夢
に
つ
い
て
ま
と
め
、
発
表
す

る
学
習
と
し
て
保
護
者
を
招
い
た
１
／

２
成
人
式
や
立
志
式
な
ど
を
行
っ
て
い

る
学
校
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
小
学
校
高

学
年
の
社
会
や
中
学
校
の
社
会
の
公
民

の
授
業
の
中
で
、
18
歳
か
ら
選
挙
権
が

あ
り
、
責
任
あ
る
一
人
の
大
人
と
し
て

判
断
や
行
動
を
す
る
大
切
さ
を
学
習
し

て
お
り
ま
す
。

　
消
費
者
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中

学
校
の
社
会
の
公
民
の
授
業
の
中
で
、

契
約
や
消
費
者
の
権
利
、
消
費
者
問
題

へ
の
対
応
に
関
し
て
の
法
律
や
制
度
等

に
つ
い
て
学
習
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

小
学
校
高
学
年
の
家
庭
科
の
授
業
で
、

買
い
物
の
し
く
み
を
学
び
、
中
学
校
の

技
術
家
庭
科
の
家
庭
分
野
で
売
買
契
約

の
仕
組
み
や
消
費
者
被
害
の
背
景
、
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
等
に
つ
い
て
、
よ

り
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
学
習
し
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
講
師
を
招
い
た
研

修
会
を
実
施
し
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
成
年
と
な
る
こ
と
の
意
味
や

消
費
者
教
育
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の

発
達
段
階
や
社
会
の
状
況
を
踏
ま
え
た

指
導
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
洋
式
ト
イ
レ
が
不
足
し
て
い
る
小
学

校
に
対
し
、
早
期
増
設
に
つ
い
て
の
今

後
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
　
小
中
学
校
の
早
期
の
洋
式
ト

イ
レ
の
増
設
に
つ
い
て
は
、
市
校
長
会

か
ら
も
要
望
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、今
後
、各
校
の
現
状
や
整
備
率
、

学
校
の
考
え
、
施
設
の
状
況
、
児
童
生

徒
数
の
推
移
、
必
要
な
工
事
期
間
や
財

源
な
ど
を
多
角
的
に
検
討
し
、
具
体
的

な
年
次
計
画
の
も
と
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
一
方
、
毎
年
の
新
入
学
生
の
状
況
や

環
境
の
変
化
な
ど
、
早
急
な
対
応
が
必

要
と
さ
れ
る
場
面
が
出
て
く
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
ま

し
て
は
、
年
次
計
画
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
各
校
の
状
況
も
踏
ま
え
、
早
急
に

対
応
が
必
要
な
場
合
は
、
学
校
と
協
議

し
な
が
ら
、
迅
速
丁
寧
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
北
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
天
井
落
下
事
故

つ
い
て
、
落
下
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過

状
況
、
及
び
今
後
の
流
れ
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

市
長
　
昨
年
12
月
29
日
に
事
故
の
一
報

を
受
け
、
直
ち
に
占
用
者
で
あ
る
北
本

町
の
法
人
へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
歩

行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
落
下
箇
所
を

通
行
止
め
と
し
、
そ
の
他
の
危
険
箇
所

に
看
板
や
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
て
落

下
物
へ
の
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
年
明
け
の
１
月
４
日
に
同

法
人
に
対
し
て
、
ア
ー
ケ
ー
ド
が
安
全

で
あ
る
か
ど
う
か
の
調
査
と
歩
行
者
の

安
全
対
策
を
早
急
に
行
う
よ
う
文
書
に

よ
り
通
知
し
た
と
こ
ろ
、
構
造
部
材
の

腐
食
や
天
井
材
が
落
下
す
る
危
険
性
を

指
摘
し
た
設
計
業
者
作
成
の
調
査
報
告

書
が
、
２
月
３
日
に
同
法
人
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
状

で
は
歩
行
者
へ
の
安
全
確
保
が
困
難
と

判
断
し
、
歩
行
者
に
対
す
る
事
故
防
止

措
置
の
即
時
実
施
を
命
令
し
、
不
履
行

の
際
は
市
が
行
政
代
執
行
し
て
、
そ
れ

に
係
る
費
用
は
同
法
人
か
ら
徴
収
す
る

こ
と
を
戒
告
し
ま
し
た
。
翌
２
月
４
日

に
は
、
命
令
に
対
す
る
措
置
の
実
施
が

確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
同
法
人
に

対
し
代
執
行
令
書
を
発
出
し
、
危
険
箇

所
の
天
井
材
撤
去
と
落
下
物
へ
の
防
護

ネ
ッ
ト
を
張
る
事
故
防
止
作
業
を
市
が

代
執
行
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
２
月

３
日
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
に
お
い

て
、
同
法
人
は
今
後
ア
ー
ケ
ー
ド
を
解

体
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
こ
と
と
、

現
在
構
造
部
材
の
劣
化
に
よ
り
安
全
性

が
確
認
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
４
月
30
日
ま
で
の
期
限
を
定
め
て

ア
ー
ケ
ー
ド
本
体
を
除
却
す
る
よ
う
２

月
３
日
に
命
令
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対

し
て
も
不
履
行
の
際
の
代
執
行
と
こ
れ

に
係
る
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
戒
告
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い

て
も
、
こ
の
命
令
内
容
の
履
行
に
向
け

た
、
同
法
人
と
し
て
の
対
応
方
針
や
費

用
の
調
達
手
段
な
ど
履
行
の
確
実
性
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
確
認
を
行
い
、
早

期
実
施
を
促
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

予
算
特
別
委
員
会

ト
ピ
ッ
ク
ス

チ
ョ
イ
ス
❶
❷

道
の
駅・チ
ョ
イ
ス
❸

チ
ョ
イ
ス
❹
❺

一
般
質
問

政
務
活
動
費
報
告
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庄　司　里　香　議員

一般質問

佐　藤　悦　子　議員

『コロナ感染急拡大、市民の命を守るために』

『急激な人口減少を食い止めるために』
◎
子
育
て
世
代
へ
の
応
援
と
し
て
小
中

学
生
を
対
象
と
し
た
本
市
独
自
の
新
た

な
支
援
策
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

市
長
　
新
た
な
子
育
て
支
援
と
し
ま
し

て
は
、
子
育
て
家
庭
に
お
け
る
経
済
的

負
担
軽
減
を
目
的
に
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
学
校
生
活
を
送

る
た
め
の
一
助
と
す
る
た
め
、「
小
中

学
校
等
新
入
学
祝
い
金
支
給
事
業
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
事
業
の
内
容
と
し

ま
し
て
は
、
義
務
教
育
学
校
や
特
別
支

援
学
校
等
を
含
む
小
学
校
及
び
中
学
校

に
入
学
し
た
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
対

し
、
児
童
生
徒
一
人
当
た
り
３
万
円
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。
令
和
４
年
度
の

当
初
予
算
に
計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、

人
数
に
し
て
新
小
学
生
２
４
０
人
、
新

中
学
生
２
７
０
人
、
額
に
し
て
１
，
５

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
今
後
と
も
、
市
の
子
育
て
支
援
を
充

実
し
て
い
き
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
子

育
て
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
シ
ル
バ
ー
世
代
の
取
り
組
み
と
し
て

百
歳
体
操
や
歩
け
歩
け
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
に
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
さ
れ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
　
高
齢
者
の
自
発
的
な
地
域
活
動

組
織
と
し
て
地
域
サ
ロ
ン
が
あ
り
ま

す
。
令
和
３
年
度
は
28
地
区
で
活
動
し

て
お
り
、
そ
の
活
動
内
容
と
し
ま
し
て

は
百
歳
体
操
、
唱
歌
、
輪
投
げ
、
出
前

講
座
の
開
催
な
ど
各
地
域
で
特
色
を
持

っ
た
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
き
ま
し
て

も
、
現
在
26
の
ク
ラ
ブ
が
活
動
し
て
お

り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
親
睦
旅
行
、

清
掃
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
会
員
相
互

の
親
睦
及
び
健
康
増
進
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。
市
で
は
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
支
援
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
地
域
の
自
主
的
活
動
の
外
、

新
庄
市
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介

護
状
態
に
な
る
の
を
未
然
に
予
防
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
専
門
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
を
派
遣
し
て
行
う
運
動
教
室

や
脳
を
鍛
え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
方
法

を
指
導
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
事
業
所
に
通
い
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
機
能
訓
練
を
継
続
し
て
行

い
、
機
能
の
維
持
を
行
う
も
の
や
、
運

動
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
に
対
し
て

有
酸
素
運
動
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等

を
短
期
集
中
的
に
行
う
介
護
予
防
事
業

も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は

こ
れ
ら
の

活
動
を
推

進
し
て
い

く
と
と
も

に
、
地
域

活
動
の
場

が
さ
ら
に

拡
充
し
て

い
く
よ
う

努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

◎
無
症
状
者
が
い
つ
で
も
無
料
で
受
け

ら
れ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
体
制
の
強
化

は
。
有
症
者
の
自
宅
待
機
は
感
染
を
広

げ
る
こ
と
に
な
る
。
県
立
新
庄
病
院
の

病
床
削
減
を
撤
回
さ
せ
、
病
床
確
保
と

宿
泊
施
設
の
確
保
、
保
健
所
体
制
の
強

化
を
要
請
す
べ
き
。
飲
食
関
連
業
者
の

実
態
を
調
べ
、
直
ち
に
継
続
支
援
を
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
　
感
染
の
不
安
が
あ
る
無
症
状
の

方
に
対
し
て
は
、
県
の
「
感
染
拡
大
傾

向
時
の
一
般
検
査
事
業
」
に
よ
る
委
託

を
受
け
た
調
剤
薬
局
や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
な
ど
、
88
の
事
業
者
が
無
料
で
検
査

を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
新
庄
市

内
で
は
５
つ
の
調
剤
薬
局
で
予
約
制
に

よ
り
検
査
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま

す
。
市
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
希
望

す
る
方
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う

に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
の
強
化
を
市

長
会
な
ど
の
機
会

を
捉
え
て
県
に
要

請
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
宿
泊

療
養
施
設
の
拡
充
及
び
保
健
所
の
運
営

体
制
の
強
化
に
つ
い
て
も
要
請
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
飲
食
関
連
業
界
へ
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
12
月
補
正
予
算
に
て
ご
可
決

い
た
だ
い
た
、「
新
庄
市
小
規
模
事
業

者
事
業
継
続
支
援
給
付
金
」
事
業
を
現

在
実
施
中
で
り
、
幅
広
い
業
種
の
市
内

事
業
者
に
対
し
て
事
業
継
続
支
援
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

◎
女
性
の
人
権
を
守
る
た
め
、
学
校
と

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設

置
を
。

教
育
長
　
学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
児

童
生
徒
が
生
理
用
品
を
忘
れ
た
り
必
要

に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
保
健
室
で

い
つ
で
も
提
供
で
き
る
準
備
を
整
え
て

お
り
ま
す
。
義
務
教
育
の
発
達
段
階
に

お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
や
家

庭
環
境
の
変
化
等
に
養
護
教
諭
が
細
や

か
に
配
慮
し
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
保
健

室
で
の
対
応
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
よ
り
適
切
な
支
援
の

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
試
行
的
に
ト
イ

レ
へ
の
設
置
を
行
い
、
効
果
や
課
題
な

ど
の
検
証
を
行
う
こ
と
も
有
効
と
考
え

ま
す
の
で
、
今
後
は
、
学
校
と
も
相
談

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
施
設
に
お
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
県
か
ら
の
協
力
依
頼
を

受
け
た
一
部
の
指
定
管
理
受
託
者
が
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置
し
て
お
り
ま

す
が
、
新
年
度
よ
り
市
の
事
業
と
し
て

全
て
の
社
会
教
育
施
設
の
女
子
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
設
置
し
、
施
設
利
用
者

の
利
便
性
を
図
る
と
と
も
に
、
申
出
に

よ
る
事
務
室
で
の
配
布
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

新庄市の新型コロナの新規感染者数
１月１日～15日まで
１月16日～31日まで
２月１日～15日まで
２月16日～28日まで
３月１日～15日まで

１人
８人
12人
191人
277人

百歳体操
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一般質問

八　鍬　長　一　議員

叶　内　恵　子　議員

『市施設の活用で増収の取り組みを！』

『新庄市に「道の駅」２つはいらない』
◎
人
口
減
少
が
進
む
中
、
市
財
政
も
厳

し
く
な
る
。
新
庄
市
に
道
の
駅
２
つ
は

い
ら
な
い
。
過
剰
投
資
で
な
い
か
。

　
市
民
は
交
通
量
予
測
が
多
い
新
庄
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
設
置
さ
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
交
通
量
が
減
る

エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
道
の
駅
は
疑

問
だ
。

市
長
　「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
は
、
第

１
段
階
で
は
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
つ

く
る
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
周
辺
の

道
の
駅
」
の
整
備
を
行
い
、
第
２
段
階

と
し
て
最
上
８
市
町
村
が
考
え
る
「
新

庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
道
の

駅
」
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
で
考
え
て

お
り
ま
す
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
に

つ
い
て
は
、
本
市
を
象
徴
す
る
「
登
録

有
形
文
化
財
」
を
活
用
し
た
全
国
で
も

珍
し
い
「
道
の
駅
」
と
し
て
、
ま
た
、

新
庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
つ
い

て
は
、
最
上
地
域
に
お
け
る
物
流
の
起

点
と
し
て
の
機
能
や
、
最
上
８
市
町
村

の
情
報
を
発
信
す
る
機
能
を
持
っ
た

「
道
の
駅
」
と
捉
え
て
お
り
、
双
方
と

も
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

◎
豚
熱
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
感

染
症
に
ど
う
対
策
を
し
て
い
る
か
。

市
長
　
豚
熱
が
近
隣
町
村
で
発
生
し
た

場
合
は
、「
山
形
県
豚
熱
対
策
本
部
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
沿
っ
て
、
県
主
導

に
よ
り
、
養
豚
場
に
隣
接
す
る
市
内
主

要
道
で
通
行
車
両
の
消
毒
等
、
防
疫
対

策
を
行
い
、
蔓
延
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
た
場
合
は
、
県
で
策
定
し

て
い
る
「
最
上
総
合
支
庁
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
沿
っ
て
、
県
主
導
に
よ
り
、
72
時
間

以
内
に
殺
処
分
及
び
防
疫
措
置
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
市
に
お
き
ま
し
て
も
「
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
防
疫
対

策
本
部
設
置
要
綱
」を
策
定
し
て
お
り
、

県
が
実
施
す
る
防
疫
活
動
へ
の
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
注
意
喚

起
の
た
め
「
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

及
び
「
市
報
」
に
て
周
知
す
る
と
と
も

に
、
保
育
所
・
小
中
学
校
に
対
し
て
も

わ
か
り
や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ

り
一
層
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
の
た

め
、
県
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
早
期

発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

◎
市
庁
舎
や
市
の
施
設
に
は
、
市
職
員

労
働
組
合
、
障
が
い
者
福
祉
協
議
会
、

各
指
定
管
理
者
が
行
政
財
産
目
的
外
使

用
許
可
に
よ
っ
て
自
動
販
売
機
を
設
置

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
行
政
財
産
の
転

貸
に
当
た
る
。
本
市
が
所
有
す
る
財
産

を
最
大
限
か
つ
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
、
現
行
法
に
従
い
是
正
し
公
募
等
に

よ
る
貸
付
け
に
よ
っ
て
自
主
財
源
の
確

保
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す

べ
き
で
あ
る
。
い
か
が
か
。

市
長
　
設
置
者
に
対
し
て
、
使
用
許
可

を
出
し
、
そ
の
設
置
者
が
ど
の
よ
う
な

自
動
販
売
機
を
設
置
す
る
か
は
設
置
者

の
裁
量
で
す
か
ら
、
転
貸
に
は
該
当
し

な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
公
有
財

産
の
使
用
料
、
手
数
料
等
の
部
分
を
見

直
し
な
が
ら
、
財
源
を
確
保
し
て
い
く

と
い
う
部
分
に

つ
い
て
は
、
そ

の
考
え
は
当
然

あ
り
ま
す
が
、

自
動
販
売
機
の

設
置
に
つ
い
て

は
、
単
に
歳
入

確
保
と
い
う
こ

と
だ
け
で
な

く
、
利
用
者
の

利
便
性
の
確
保

と
い
う
こ
と
が

一
番
大
き
な
観

点
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

宮
城
県

出典：山形県県土整備部 ”山形県の高速道路”
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一般質問

石　川　正　志　議員

『持続可能な行政サービスを目指して』
◎
公
務
員
定
年
延
長
の
動
向
を
踏
ま

え
、
職
員
定
員
管
理
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
昨
年
６
月
に
地
方
公
務
員
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、

国
家
公
務
員
に
つ
い
て
、
現
行
60
歳
で

あ
る
職
員
の
定
年
に
つ
い
て
、
令
和
５

年
度
か
ら
２
年
に
１
歳
ず
つ
段
階
的
に

引
き
上
げ
、
令
和
13
年
度
に
65
歳
と
す

る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
務
員
に
つ
い
て

も
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在

の
定
員
管
理
計
画
に
つ
き
ま
し
て
も
、

令
和
４
年
度
中
に
見
直
し
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
定
年
引
上
げ
の
期
間
内
に
60
歳
に

到
達
す
る
職
員
へ
の
情
報
提
供
や
意
思

確
認
を
行
い
な
が
ら
、
新
規
採
用
を
含

め
た
中
長
期
的
な
採
用
・
退
職
管
理
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
多
様
化
す

る
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
中
長
期
的
な
視
点
で
将
来
に
向

け
た
適
正
な
職
員
数
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
行
政
運
営
に
お
い
て
、
事
業
の
民
間

委
託
を
も
っ
と
進
め
て
は
と
言
っ
た
声

が
あ
る
。
今
後
の
民
間
委
託
に
関
し
て

市
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

市
長
　
現
在
、
市
で
は
「
第
５
次
新
庄

市
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
、「
第
７
次
行
財

政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
継
続
的
な

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。こ
の
大
綱
に
お
い
て
も
、

事
務
事
業
を
精
査
し
、
民
間
に
委
ね
る

こ
と
が
効
果
的
・
効
率
的
な
も
の
に
つ

い
て
は
民
間
活
力
を
活
用
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
経
費
の

削
減
と
い
っ
た
財
政
的
な
観
点
や
、
市

が
重
点
的
・
戦
略
的
に
取
り
組
む
べ
き

事
業
に
職
員
を
集
中
さ
せ
る
と
い
っ
た

行
政
効
率
的
な
観
点
の
み
な
ら
ず
、
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
民
間
の
持
つ
強
み
を
最
大
限
に
活
用

す
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、「
民
間

活
用
の
推
進
」
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

令和３年度政務活動費の報告
政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として交付されるものです。

≪政務活動費の交付額について≫
「会派の所属議員数×月額15,000円×12か月」で算出した額が、各会派及び会派に属さない議員に交付されています。
≪支出内容の各項目について≫
①調査研究費：会派が行う市の事務や地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費　②研修費：会派が研究会を開催するために
必要な経費及び団体等が開催する研修会に参加するために必要な経費。　③広報費：会派が行う活動や市政について住民に報告するために必
要な経費　④資料作成費：会派が行う活動のために必要な資料の作成に必要な経費。　⑤資料購入費：会派が行う活動のために必要な図書、
資料等の購入に必要な経費。　⑥その他の経費：上記以外の経費で会派が行う調査研究活動に必要な経費。　⑦返納額：政務活動費に残額が
発生したため市に返納する額。

市民・公明クラブ
◎佐藤卓也
　小野周一
　髙橋富美子
　山科正仁
　佐藤文一
起新の会
◎石川正志
　小嶋冨弥
　山科春美
　庄司里香
絆の会
◎今田浩徳
　下山准一
　奥山省三
　押切明弘
勁草21
◎八鍬長一
　新田道尋
　叶内恵子

無会派　佐藤悦子

会派など
（◎は会派代表者）

政務活動費
交付額 ①調査研究費 ②研修費 ③広報費 ④資料作成費

支出内容
⑤資料購入費 ⑥その他の経費 支出合計

⑦返納額

900,000円

720,000円

750,000円

510,000円

180,000円

42,000円

43,960円

27,900円

50円 36,000円

183,018円

88,000円 8,270円

19,800円

51,058円

40,000円

32,000円

32,000円

24,000円

8,000円

82,000円

278,778円

59,900円

120,270円

95,108円

818,000円

441,222円

690,100円

389,730円

84,892円
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一般質問

八　鍬　長　一　議員

叶　内　恵　子　議員

『市施設の活用で増収の取り組みを！』

『新庄市に「道の駅」２つはいらない』
◎
人
口
減
少
が
進
む
中
、
市
財
政
も
厳

し
く
な
る
。
新
庄
市
に
道
の
駅
２
つ
は

い
ら
な
い
。
過
剰
投
資
で
な
い
か
。

　
市
民
は
交
通
量
予
測
が
多
い
新
庄
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
設
置
さ
れ
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
交
通
量
が
減
る

エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
の
道
の
駅
は
疑

問
だ
。

市
長
　「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
は
、
第

１
段
階
で
は
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
つ

く
る
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
周
辺
の

道
の
駅
」
の
整
備
を
行
い
、
第
２
段
階

と
し
て
最
上
８
市
町
村
が
考
え
る
「
新

庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
道
の

駅
」
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
で
考
え
て

お
り
ま
す
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
ガ
ー
デ
ン
に

つ
い
て
は
、
本
市
を
象
徴
す
る
「
登
録

有
形
文
化
財
」
を
活
用
し
た
全
国
で
も

珍
し
い
「
道
の
駅
」
と
し
て
、
ま
た
、

新
庄
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
つ
い

て
は
、
最
上
地
域
に
お
け
る
物
流
の
起

点
と
し
て
の
機
能
や
、
最
上
８
市
町
村

の
情
報
を
発
信
す
る
機
能
を
持
っ
た

「
道
の
駅
」
と
捉
え
て
お
り
、
双
方
と

も
必
要
な
施
設
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

◎
豚
熱
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
感

染
症
に
ど
う
対
策
を
し
て
い
る
か
。

市
長
　
豚
熱
が
近
隣
町
村
で
発
生
し
た

場
合
は
、「
山
形
県
豚
熱
対
策
本
部
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
沿
っ
て
、
県
主
導

に
よ
り
、
養
豚
場
に
隣
接
す
る
市
内
主

要
道
で
通
行
車
両
の
消
毒
等
、
防
疫
対

策
を
行
い
、
蔓
延
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
発
生
し
た
場
合
は
、
県
で
策
定
し

て
い
る
「
最
上
総
合
支
庁
高
病
原
性
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
沿
っ
て
、
県
主
導
に
よ
り
、
72
時
間

以
内
に
殺
処
分
及
び
防
疫
措
置
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
市
に
お
き
ま
し
て
も
「
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
防
疫
対

策
本
部
設
置
要
綱
」を
策
定
し
て
お
り
、

県
が
実
施
す
る
防
疫
活
動
へ
の
支
援
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
注
意
喚

起
の
た
め
「
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

及
び
「
市
報
」
に
て
周
知
す
る
と
と
も

に
、
保
育
所
・
小
中
学
校
に
対
し
て
も

わ
か
り
や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ

り
一
層
、
市
民
生
活
の
安
全
確
保
の
た

め
、
県
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
早
期

発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

◎
市
庁
舎
や
市
の
施
設
に
は
、
市
職
員

労
働
組
合
、
障
が
い
者
福
祉
協
議
会
、

各
指
定
管
理
者
が
行
政
財
産
目
的
外
使

用
許
可
に
よ
っ
て
自
動
販
売
機
を
設
置

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
行
政
財
産
の
転

貸
に
当
た
る
。
本
市
が
所
有
す
る
財
産

を
最
大
限
か
つ
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
、
現
行
法
に
従
い
是
正
し
公
募
等
に

よ
る
貸
付
け
に
よ
っ
て
自
主
財
源
の
確

保
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す

べ
き
で
あ
る
。
い
か
が
か
。

市
長
　
設
置
者
に
対
し
て
、
使
用
許
可

を
出
し
、
そ
の
設
置
者
が
ど
の
よ
う
な

自
動
販
売
機
を
設
置
す
る
か
は
設
置
者

の
裁
量
で
す
か
ら
、
転
貸
に
は
該
当
し

な
い
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
公
有
財

産
の
使
用
料
、
手
数
料
等
の
部
分
を
見

直
し
な
が
ら
、
財
源
を
確
保
し
て
い
く

と
い
う
部
分
に

つ
い
て
は
、
そ

の
考
え
は
当
然

あ
り
ま
す
が
、

自
動
販
売
機
の

設
置
に
つ
い
て

は
、
単
に
歳
入

確
保
と
い
う
こ

と
だ
け
で
な

く
、
利
用
者
の

利
便
性
の
確
保

と
い
う
こ
と
が

一
番
大
き
な
観

点
で
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解

の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

宮
城
県

出典：山形県県土整備部 ”山形県の高速道路”
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一般質問

石　川　正　志　議員

『持続可能な行政サービスを目指して』
◎
公
務
員
定
年
延
長
の
動
向
を
踏
ま

え
、
職
員
定
員
管
理
計
画
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

市
長
　
昨
年
６
月
に
地
方
公
務
員
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、

国
家
公
務
員
に
つ
い
て
、
現
行
60
歳
で

あ
る
職
員
の
定
年
に
つ
い
て
、
令
和
５

年
度
か
ら
２
年
に
１
歳
ず
つ
段
階
的
に

引
き
上
げ
、
令
和
13
年
度
に
65
歳
と
す

る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
務
員
に
つ
い
て

も
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在

の
定
員
管
理
計
画
に
つ
き
ま
し
て
も
、

令
和
４
年
度
中
に
見
直
し
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
た
な
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
定
年
引
上
げ
の
期
間
内
に
60
歳
に

到
達
す
る
職
員
へ
の
情
報
提
供
や
意
思

確
認
を
行
い
な
が
ら
、
新
規
採
用
を
含

め
た
中
長
期
的
な
採
用
・
退
職
管
理
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
多
様
化
す

る
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く

た
め
、
中
長
期
的
な
視
点
で
将
来
に
向

け
た
適
正
な
職
員
数
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◎
行
政
運
営
に
お
い
て
、
事
業
の
民
間

委
託
を
も
っ
と
進
め
て
は
と
言
っ
た
声

が
あ
る
。
今
後
の
民
間
委
託
に
関
し
て

市
長
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

市
長
　
現
在
、
市
で
は
「
第
５
次
新
庄

市
総
合
計
画
」
に
掲
げ
る
ま
ち
の
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
、「
第
７
次
行
財

政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
継
続
的
な

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。こ
の
大
綱
に
お
い
て
も
、

事
務
事
業
を
精
査
し
、
民
間
に
委
ね
る

こ
と
が
効
果
的
・
効
率
的
な
も
の
に
つ

い
て
は
民
間
活
力
を
活
用
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
経
費
の

削
減
と
い
っ
た
財
政
的
な
観
点
や
、
市

が
重
点
的
・
戦
略
的
に
取
り
組
む
べ
き

事
業
に
職
員
を
集
中
さ
せ
る
と
い
っ
た

行
政
効
率
的
な
観
点
の
み
な
ら
ず
、
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
民
間
の
持
つ
強
み
を
最
大
限
に
活
用

す
る
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、「
民
間

活
用
の
推
進
」
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

令和３年度政務活動費の報告
政務活動費は、市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として交付されるものです。

≪政務活動費の交付額について≫
「会派の所属議員数×月額15,000円×12か月」で算出した額が、各会派及び会派に属さない議員に交付されています。
≪支出内容の各項目について≫
①調査研究費：会派が行う市の事務や地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費　②研修費：会派が研究会を開催するために
必要な経費及び団体等が開催する研修会に参加するために必要な経費。　③広報費：会派が行う活動や市政について住民に報告するために必
要な経費　④資料作成費：会派が行う活動のために必要な資料の作成に必要な経費。　⑤資料購入費：会派が行う活動のために必要な図書、
資料等の購入に必要な経費。　⑥その他の経費：上記以外の経費で会派が行う調査研究活動に必要な経費。　⑦返納額：政務活動費に残額が
発生したため市に返納する額。

市民・公明クラブ
◎佐藤卓也
　小野周一
　髙橋富美子
　山科正仁
　佐藤文一
起新の会
◎石川正志
　小嶋冨弥
　山科春美
　庄司里香
絆の会
◎今田浩徳
　下山准一
　奥山省三
　押切明弘
勁草21
◎八鍬長一
　新田道尋
　叶内恵子

無会派　佐藤悦子

会派など
（◎は会派代表者）

政務活動費
交付額 ①調査研究費 ②研修費 ③広報費 ④資料作成費

支出内容
⑤資料購入費 ⑥その他の経費 支出合計

⑦返納額

900,000円

720,000円

750,000円

510,000円

180,000円

42,000円

43,960円

27,900円

50円 36,000円

183,018円

88,000円 8,270円

19,800円

51,058円

40,000円

32,000円

32,000円

24,000円

8,000円

82,000円

278,778円

59,900円

120,270円

95,108円

818,000円

441,222円

690,100円

389,730円

84,892円
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　雪
ど
け
が
進
み
身
の
周
り
に
は
見

た
く
な
い
の
に
見
え
て
き
た
も
の
が

い
っ
ぱ
い
で
春
到
来
を
嬉
し
く
感
じ

な
が
ら
も
恨
め
し
い
と
思
う
方
は
た

く
さ
ん
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
年
度
が
変
わ
り
心
機
一
転
新
た

に
目
標
を
掲
げ
る
良
い
機
会
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
で
萎
縮

し
た
交
流
や
諸
々
の
事
業
が
展
開
で

き
ま
す
よ
う
日
々
の
暮
ら
し
が
充
実

し
近
所
に
気
兼
ね
な
く
話
が
で
き
ま

す
よ
う
さ
さ
や
か
な
願
い
も
込
め
て

進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
記
・
今
田
浩
徳
）

委
員
長
　庄
司
　里
香

副
委
員
長
　押
切
　明
弘

委
　
　員
　八
鍬
　長
一

今
田
　浩
徳

　
　
　
　
　山
科
　春
美

　
　
　
　
　佐
藤
　文
一

議
会
報
編
集
委
員
の
紹
介

あ
と
が
き

令和４年２月10日に発行しました新庄市議会だより155
号に誤りがありましたので、お詫びし訂正いたします。
３ページの『覚えよう手話！』の「はじめまして」と「お
疲れさま」の正しい手話は以下のとおりです。

新庄市議会だより155号の誤りのお詫びと訂正

開会は１０時です　◇請願は随時受け付けております

６
月
定
例
会
の
予
定

新型コロナウイルス感染拡大の影響が収束するまでの間、議会の傍聴
の案内については、議会事務局にお問い合わせください。また、ホー
ムページでも随時更新しておりますので、ご確認ください。

議会の傍聴について

５月２６日（木）　請願受付
６月７日（火）　開会　　
　　８日（水）　一般質問　中継あり
　　９日（木）　一般質問
　　１０日（金）　常任委員会
　　１３日（月）　常任委員会
　　１７日（金）　最終日　　中継あり

八向中学校３年生（令和３年度）の修学旅行八向中学校３年生（令和３年度）の修学旅行
今回から、市内中学校のイベントを紹介します。

「リナワールド」にて

「東北芸術工科大学」にて

日本料理・鉄板焼
「最上亭」にて

◆と　き：令和３年11月10日㈬～11月11日㈭
◆行き先：山形方面

　コロナ禍での修学旅行
となりましたが、良い思
い出となりました。


